
10

20

JP 7671746 B2 2025.5.2

(19)日本国特許庁(JP) (12)特許公報(B2) (11)特許番号　　
特許第7671746号

(P7671746)
(24)登録日　令和7年4月23日(2025.4.23)(45)発行日　令和7年5月2日(2025.5.2)

(54)【発明の名称】　２つの上側切れ刃と、４つの当接壁が仮想四角形を画定する下側中心隆起部とを有する切 
削インサート、及び回転切削工具

(51)国際特許分類
　   Ｂ２３Ｃ 5/10 (2006.01)
　   Ｂ２３Ｃ 5/22 (2006.01)

ＦＩ
　Ｂ２３Ｃ 5/10 　　　Ｃ 　　　
　Ｂ２３Ｃ 5/22 　　　　 　　　

(21)出願番号　 特願2022-523955(P2022-523955)
(86)(22)出願日　 令和2年11月11日(2020.11.11)
(65)公表番号　 特表2023-505406(P2023-505406 

A)
(43)公表日　 令和5年2月9日(2023.2.9)
(86)国際出願番号　 PCT/IL2020/051169
(87)国際公開番号　 WO2021/117028
(87)国際公開日　 令和3年6月17日(2021.6.17)

審査請求日　 令和5年9月19日(2023.9.19)
(31)優先権主張番号　16/708,826          
(32)優先日　 令和1年12月10日(2019.12.10)
(33)優先権主張国・地域又は機関　

米国(US)

(73)特許権者　 514105826
イスカル  リミテッド
イスラエル国，テフェン  ２４９５９， 
ピー．オー．ボックス  １１

(74)代理人　 100079108
弁理士　稲葉  良幸

(74)代理人　 100109346
弁理士　大貫  敏史

(74)代理人　 100117189
弁理士　江口  昭彦

(74)代理人　 100134120
弁理士　内藤  和彦

(72)発明者　 メン，ユリ
イスラエル国，ハイファ  ３２２９６  ハ 
ティチョン  ストリート  ３７エー

最終頁に続く

( 5 7 ) 【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 片 面 切 削 イ ン サ ー ト （ ２ ０ ） で あ っ て 、 前 記 片 面 切 削 イ ン サ ー ト （ ２ ０ ） は 、
　 外 周 側 面 （ ２ ６ ） に よ っ て 相 互 接 続 さ れ る 、 対 向 す る 上 側 面 （ ２ ２ ） 及 び 下 側 面 （ ２ ４  
） 、 並 び に 前 記 上 側 面 （ ２ ２ ） 及 び 前 記 下 側 面 （ ２ ４ ） を 通 過 す る イ ン サ ー ト 軸 （ Ａ １ ）  
と 、
　 前 記 上 側 面 （ ２ ２ ） 及 び 前 記 外 周 側 面 （ ２ ６ ） の 交 線 に お け る 上 側 外 周 縁 部 （ ３ ０ ） で  
あ っ て 、 第 １ の 上 側 切 れ 刃 （ ３ ２ ） 及 び 第 ２ の 上 側 切 れ 刃 （ ３ ４ ） を 有 す る 上 側 外 周 縁 部  
（ ３ ０ ） と 、
　 前 記 下 側 面 （ ２ ４ ） か ら 下 方 に 、 前 記 上 側 面 （ ２ ２ ） か ら 離 れ て 延 在 す る 下 側 中 心 隆 起  
部 （ ４ ０ ） と
を 備 え 、 前 記 下 側 中 心 隆 起 部 （ ４ ０ ） は 、 前 記 下 側 面 （ ２ ４ ） 上 を 横 切 る 方 向 に 第 １ の 当  
接 壁 （ ４ ２ ａ ） と 、 第 ２ の 当 接 壁 （ ４ ２ ｂ ） と 、 第 ３ の 当 接 壁 （ ４ ２ ｃ ） と 、 第 ４ の 当 接  
壁 （ ４ ２ ｄ ） と を 含 み 、 前 記 第 １ の 当 接 壁 （ ４ ２ ａ ） 、 前 記 第 ２ の 当 接 壁 （ ４ ２ ｂ ） 、 前  
記 第 ３ の 当 接 壁 （ ４ ２ ｃ ） 及 び 前 記 第 ４ の 当 接 壁 （ ４ ２ ｄ ） は 、 前 記 下 側 中 心 隆 起 部 （ ４  
０ ） の 周 辺 部 の 周 囲 に 延 在 す る 包 絡 面 （ ４ ３ ） 上 に 連 続 的 に 配 置 さ れ 、
　 前 記 イ ン サ ー ト 軸 （ Ａ １ ） に 直 交 し 、 前 記 包 絡 面 （ ４ ３ ） に 交 差 す る 第 １ の 水 平 面 （ Ｐ  
Ｈ １ ） で 取 っ た 断 面 に お い て 、 前 記 第 １ の 当 接 壁 （ ４ ２ ａ ） 、 前 記 第 ２ の 当 接 壁 （ ４ ２ ｂ  
） 、 前 記 第 ３ の 当 接 壁 （ ４ ２ ｃ ） 及 び 前 記 第 ４ の 当 接 壁 （ ４ ２ ｄ ） は 、 前 記 断 面 に 現 れ る  
そ れ ぞ れ の 辺 を 両 方 向 に 仮 想 的 に 延 長 し た 線 で 囲 ま れ る 仮 想 四 角 形 （ Ｑ Ｉ ） を 画 定 し 、 前  

請求項の数　25　（全22頁）
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記 仮 想 四 角 形 （ Ｑ Ｉ ） は 、 対 角 線 上 で 対 向 す る 第 １ の 内 角 （ α １ ） 及 び 第 ３ の 内 角 （ α ３  
） と 、 対 角 線 上 で 対 向 す る 第 ２ の 内 角 （ α ２ ） 及 び 第 ４ の 内 角 （ α ４ ） と を 有 し 、
　 前 記 仮 想 四 角 形 （ Ｑ Ｉ ） は 、 前 記 第 １ の 当 接 壁 （ ４ ２ ａ ） 、 前 記 第 ２ の 当 接 壁 （ ４ ２ ｂ  
） 、 前 記 第 ３ の 当 接 壁 （ ４ ２ ｃ ） 及 び 前 記 第 ４ の 当 接 壁 （ ４ ２ ｄ ） の 前 記 そ れ ぞ れ の 辺 を  
含 む 第 １ の 辺 （ Ｓ １ ） と 第 ２ の 辺 （ Ｓ ２ ） と 第 ３ の 辺 （ Ｓ ３ ） と 第 ４ の 辺 （ Ｓ ４ ） と を 有  
し 、 前 記 第 １ の 内 角 （ α １ ） は 、 前 記 第 １ の 辺 （ Ｓ １ ） と 前 記 第 ２ の 辺 （ Ｓ ２ ） と の 間 に  
形 成 さ れ 、 前 記 第 ２ の 内 角 （ α ２ ） は 、 前 記 第 ２ の 辺 （ Ｓ ２ ） と 前 記 第 ３ の 辺 （ Ｓ ３ ） と  
の 間 に 形 成 さ れ 、 前 記 第 ３ の 内 角 （ α ３ ） は 、 前 記 第 ３ の 辺 （ Ｓ ３ ） と 前 記 第 ４ の 辺 （ Ｓ  
４ ） と の 間 に 形 成 さ れ 、 前 記 第 ４ の 内 角 （ α ４ ） は 、 前 記 第 ４ の 辺 （ Ｓ ４ ） と 前 記 第 １ の  
辺 （ Ｓ １ ） と の 間 に 形 成 さ れ 、
　 前 記 第 １ の 内 角 （ α １ ） 及 び 前 記 第 ３ の 内 角 （ α ３ ） は 、 互 い に 等 し く 、 前 記 第 ２ の 内  
角 （ α ２ ） 及 び 前 記 第 ４ の 内 角 （ α ４ ） は 、 互 い に 等 し く な い 、 片 面 切 削 イ ン サ ー ト （ ２  
０ ） 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 上 側 外 周 縁 部 （ ３ ０ ） に は 、 前 記 イ ン サ ー ト 軸 （ Ａ １ ） 回 り に 回 転 対 称 な 部 位 が な  
い 、 請 求 項 １ に 記 載 の 切 削 イ ン サ ー ト （ ２ ０ ） 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 第 １ の 上 側 切 れ 刃 （ ３ ２ ） 及 び 前 記 第 ２ の 上 側 切 れ 刃 （ ３ ４ ） は 、 同 一 形 状 で は な  
い 、 請 求 項 １ に 記 載 の 切 削 イ ン サ ー ト （ ２ ０ ） 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 第 １ の 水 平 面 （ Ｐ Ｈ １ ） で 取 っ た 断 面 に お い て 、 前 記 第 １ の 当 接 壁 （ ４ ２ ａ ） 、 前  
記 第 ２ の 当 接 壁 （ ４ ２ ｂ ） 、 前 記 第 ３ の 当 接 壁 （ ４ ２ ｃ ） 及 び 前 記 第 ４ の 当 接 壁 （ ４ ２ ｄ  
） の そ れ ぞ れ は 、 ま っ す ぐ で あ る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 切 削 イ ン サ ー ト （ ２ ０ ） 。
【 請 求 項 ５ 】
　 貫 通 孔 （ ２ ８ ） は 、 前 記 イ ン サ ー ト 軸 （ Ａ １ ） に 沿 っ て 延 在 す る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 切  
削 イ ン サ ー ト （ ２ ０ ） 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 第 １ の 水 平 面 （ Ｐ Ｈ １ ） で 取 っ た 断 面 に お い て 、 前 記 貫 通 孔 （ ２ ８ ） は 、 前 記 仮 想  
四 角 形 （ Ｑ Ｉ ） の 内 側 に 完 全 に 位 置 す る 、 請 求 項 ５ に 記 載 の 切 削 イ ン サ ー ト （ ２ ０ ） 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 第 ２ の 内 角 （ α ２ ） は 、 鋭 角 で あ り 、 前 記 第 ４ の 内 角 （ α ４ ） は 、 鈍 角 で あ る 、 請  
求 項 １ に 記 載 の 切 削 イ ン サ ー ト （ ２ ０ ） 。
【 請 求 項 ８ 】
　 前 記 第 １ の 内 角 （ α １ ） 及 び 前 記 第 ３ の 内 角 （ α ３ ） の 両 方 は 、 直 角 で あ る 、 請 求 項 １  
に 記 載 の 切 削 イ ン サ ー ト （ ２ ０ ） 。
【 請 求 項 ９ 】
　 下 側 外 周 縁 部 （ ４ ６ ） は 、 前 記 下 側 面 （ ２ ４ ） と 前 記 外 周 側 面 （ ２ ６ ） と の 交 線 に 形 成  
さ れ 、
　 前 記 切 削 イ ン サ ー ト （ ２ ０ ） の 底 面 図 に お い て 、 前 記 第 １ の 当 接 壁 （ ４ ２ ａ ） 、 前 記 第  
２ の 当 接 壁 （ ４ ２ ｂ ） 、 前 記 第 ３ の 当 接 壁 （ ４ ２ ｃ ） 及 び 前 記 第 ４ の 当 接 壁 （ ４ ２ ｄ ） の  
そ れ ぞ れ は 、 前 記 下 側 外 周 縁 部 （ ４ ６ ） の 内 側 に 位 置 す る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 切 削 イ ン サ  
ー ト （ ２ ０ ） 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 前 記 第 １ の 辺 （ Ｓ １ ） 及 び 前 記 第 ３ の 辺 （ Ｓ ３ ） の そ れ ぞ れ は 、 前 記 第 ２ の 辺 （ Ｓ ２ ）  
及 び 前 記 第 ４ の 辺 （ Ｓ ４ ） の そ れ ぞ れ よ り も 長 い 、 請 求 項 １ に 記 載 の 切 削 イ ン サ ー ト （ ２  
０ ） 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 前 記 第 １ の 上 側 切 れ 刃 （ ３ ２ ） は 、 第 １ の 主 切 れ 刃 部 分 （ ３ ６ ａ ） と 、 第 １ の 副 切 れ 刃  
部 分 （ ３ ６ ｂ ） と を 含 み 、
　 前 記 第 ２ の 上 側 切 れ 刃 （ ３ ４ ） は 、 第 ２ の 主 切 れ 刃 （ ３ ８ ａ ） と 、 第 ２ の 副 切 れ 刃 （ ３  
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８ ｂ ） と を 含 み 、
　 前 記 切 削 イ ン サ ー ト （ ２ ０ ） の 上 面 図 に お い て 、
　 前 記 第 １ の 主 切 れ 刃 部 分 （ ３ ６ ａ ） 及 び 前 記 第 ２ の 主 切 れ 刃 部 分 （ ３ ８ ａ ） の そ れ ぞ れ  
は 、 外 方 凸 形 状 を 有 し 、
　 前 記 第 １ の 副 切 れ 刃 部 分 （ ３ ６ ｂ ） 及 び 前 記 第 ２ の 副 切 れ 刃 部 分 （ ３ ８ ｂ ） の そ れ ぞ れ  
は 、 ま っ す ぐ で あ る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 切 削 イ ン サ ー ト （ ２ ０ ） 。
【 請 求 項 １ ２ 】
　 前 記 第 １ の 辺 （ Ｓ １ ） を 含 む 第 １ の 垂 直 平 面 （ Ｐ Ｖ １ ） は 、 前 記 第 １ の 主 切 れ 刃 部 分 （  
３ ６ ａ ） 及 び 前 記 第 ２ の 主 切 れ 刃 部 分 （ ３ ８ ａ ） に 交 差 し 、
　 前 記 第 ３ の 辺 （ Ｓ ３ ） を 含 む 第 ３ の 垂 直 平 面 （ Ｐ Ｖ ３ ） は 、 前 記 第 １ の 主 切 れ 刃 部 分 （  
３ ６ ａ ） 及 び 前 記 第 ２ の 主 切 れ 刃 部 分 （ ３ ８ ａ ） に 交 差 す る 、 請 求 項 １ １ に 記 載 の 切 削 イ  
ン サ ー ト （ ２ ０ ） 。
【 請 求 項 １ ３ 】
　 前 記 第 ２ の 辺 （ Ｓ ２ ） を 含 む 第 ２ の 垂 直 平 面 （ Ｐ Ｖ ２ ） は 、 前 記 第 ２ の 主 切 れ 刃 部 分 （  
３ ８ ａ ） 及 び 前 記 第 １ の 副 切 れ 刃 部 分 （ ３ ６ ｂ ） に 交 差 し 、
　 前 記 第 ４ の 辺 （ Ｓ ４ ） を 含 む 第 ４ の 垂 直 平 面 （ Ｐ Ｖ ４ ） は 、 前 記 第 １ の 主 切 れ 刃 部 分 （  
３ ６ ａ ） 及 び 前 記 第 ２ の 副 切 れ 刃 部 分 （ ３ ８ ｂ ） に 交 差 す る 、 請 求 項 １ １ に 記 載 の 切 削 イ  
ン サ ー ト （ ２ ０ ） 。
【 請 求 項 １ ４ 】
　 回 転 方 向 （ Ｒ Ｔ ） で 工 具 軸 （ Ａ Ｔ ） 回 り に 回 転 可 能 な 回 転 切 削 工 具 （ ４ ８ ） で あ っ て 、
　 第 １ の イ ン サ ー ト 受 入 れ ポ ケ ッ ト （ ５ ２ ） 及 び 第 ２ の イ ン サ ー ト 受 入 れ ポ ケ ッ ト （ ５ ４  
） を 有 す る 工 具 本 体 （ ５ ０ ） と 、
　 前 記 第 １ の イ ン サ ー ト 受 入 れ ポ ケ ッ ト （ ５ ２ ） 及 び 前 記 第 ２ の イ ン サ ー ト 受 入 れ ポ ケ ッ  
ト （ ５ ４ ） の そ れ ぞ れ の 中 に 取 外 し 可 能 に 固 定 さ れ る 請 求 項 １ に 記 載 の 切 削 イ ン サ ー ト （  
２ ０ ） と
を 備 え る 回 転 切 削 工 具 （ ４ ８ ） 。
【 請 求 項 １ ５ 】
　 前 記 第 １ の イ ン サ ー ト 受 入 れ ポ ケ ッ ト （ ５ ２ ） 及 び 前 記 第 ２ の イ ン サ ー ト 受 入 れ ポ ケ ッ  
ト （ ５ ４ ） は 、 前 記 回 転 方 向 （ Ｒ Ｔ ） で 面 す る 第 １ の 座 面 （ ６ ６ ） 及 び 第 ２ の 座 面 （ ６ ８  
） の そ れ ぞ れ を 有 し 、
　 前 記 ２ つ の 切 削 イ ン サ ー ト の 第 １ の 切 削 イ ン サ ー ト （ ２ ０ ’ ） の 前 記 下 側 面 （ ２ ４ ） は 、  
前 記 第 １ の 座 面 （ ６ ６ ） に 面 し 、 前 記 ２ つ の 切 削 イ ン サ ー ト の 第 ２ の 切 削 イ ン サ ー ト （ ２  
０ ’ ’ ） の 前 記 下 側 面 （ ２ ４ ） は 、 前 記 第 ２ の 座 面 （ ６ ８ ） に 面 す る 、 請 求 項 １ ４ に 記 載 の  
回 転 切 削 工 具 （ ４ ８ ） 。
【 請 求 項 １ ６ 】
　 前 記 第 １ の 切 削 イ ン サ ー ト （ ２ ０ ’ ） の 前 記 第 １ の 上 側 切 れ 刃 （ ３ ２ ） が 、 切 れ 刃 と し て  
機 能 し 、
　 前 記 第 ２ の 切 削 イ ン サ ー ト （ ２ ０ ’ ’ ） の 前 記 第 ２ の 上 側 切 れ 刃 （ ３ ４ ） が 、 切 れ 刃 と し  
て 機 能 す る 、 請 求 項 １ ５ に 記 載 の 回 転 切 削 工 具 （ ４ ８ ） 。
【 請 求 項 １ ７ 】
　 前 記 第 １ の 切 削 イ ン サ ー ト （ ２ ０ ’ ） の 前 記 第 １ の 上 側 切 れ 刃 （ ３ ２ ） は 、 前 記 工 具 軸 （  
Ａ Ｔ ） に 交 差 す る 、 請 求 項 １ ６ に 記 載 の 回 転 切 削 工 具 （ ４ ８ ） 。
【 請 求 項 １ ８ 】
　 前 記 第 １ の イ ン サ ー ト 受 入 れ ポ ケ ッ ト （ ５ ２ ） 及 び 前 記 第 ２ の イ ン サ ー ト 受 入 れ ポ ケ ッ  
ト （ ５ ４ ） は 、 前 記 第 １ の 座 面 （ ６ ６ ） 及 び 前 記 第 ２ の 座 面 （ ６ ８ ） の そ れ ぞ れ の 中 に 第  
１ の 凹 部 （ ７ ０ ） 及 び 第 ２ の 凹 部 （ ７ ２ ） を 含 み 、
　 前 記 第 １ の 切 削 イ ン サ ー ト （ ２ ０ ’ ） の 前 記 下 側 中 心 隆 起 部 （ ４ ０ ） は 、 前 記 第 １ の 凹 部  
（ ７ ０ ） を 占 有 し 、
　 前 記 第 ２ の 切 削 イ ン サ ー ト （ ２ ０ ’ ’ ） の 前 記 下 側 中 心 隆 起 部 （ ４ ０ ） は 、 前 記 第 ２ の 凹  
部 （ ７ ２ ） を 占 有 す る 、 請 求 項 １ ５ に 記 載 の 回 転 切 削 工 具 （ ４ ８ ） 。
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【 請 求 項 １ ９ 】
　 前 記 第 １ の 凹 部 （ ７ ０ ） は 、 離 間 す る 第 １ の 径 方 向 支 持 面 （ ７ ４ ） と 第 １ の 軸 方 向 支 持  
面 （ ７ ６ ） と を 含 み 、 前 記 第 ２ の 凹 部 （ ７ ２ ） は 、 離 間 す る 第 ２ の 径 方 向 支 持 面 （ ７ ８ ）  
と 第 ２ の 軸 方 向 支 持 面 （ ８ ０ ） と を 含 み 、
　 前 記 第 １ の 切 削 イ ン サ ー ト （ ２ ０ ’ ） の 前 記 第 １ の 当 接 壁 （ ４ ２ ａ ） 及 び 前 記 第 ２ の 当 接  
壁 （ ４ ２ ｂ ） は 、 前 記 第 １ の 径 方 向 支 持 面 （ ７ ４ ） 及 び 前 記 第 １ の 軸 方 向 支 持 面 （ ７ ６ ）  
と そ れ ぞ れ 接 触 し 、 前 記 第 ２ の 切 削 イ ン サ ー ト （ ２ ０ ’ ’ ） の 前 記 第 ３ の 当 接 壁 （ ４ ２ ｃ ）  
及 び 前 記 第 ４ の 当 接 壁 （ ４ ２ ｄ ） は 、 前 記 第 ２ の 径 方 向 支 持 面 （ ７ ４ ） 及 び 前 記 第 ２ の 軸  
方 向 支 持 面 （ ７ ６ ） と そ れ ぞ れ 接 触 す る 、 請 求 項 １ ８ に 記 載 の 回 転 切 削 工 具 （ ４ ８ ） 。
【 請 求 項 ２ ０ 】
　 前 記 第 １ の 径 方 向 支 持 面 （ ７ ４ ） の 少 な く と も 一 部 分 及 び 前 記 第 ２ の 径 方 向 支 持 面 （ ７  
８ ） の 少 な く と も 一 部 分 は 、 前 記 工 具 軸 （ Ａ Ｔ ） 回 り に 回 転 軌 跡 が 一 致 す る 、 請 求 項 １ ９  
に 記 載 の 回 転 切 削 工 具 （ ４ ８ ） 。
【 請 求 項 ２ １ 】
　 前 記 第 １ の 軸 方 向 支 持 面 （ ７ ６ ） の 少 な く と も 一 部 分 及 び 前 記 第 ２ の 軸 方 向 支 持 面 （ ８  
０ ） の 少 な く と も 一 部 分 は 、 前 記 工 具 軸 （ Ａ Ｔ ） 回 り に 回 転 軌 跡 が 一 致 す る 、 請 求 項 １ ９  
に 記 載 の 回 転 切 削 工 具 （ ４ ８ ） 。
【 請 求 項 ２ ２ 】
　 前 記 第 １ の 切 削 イ ン サ ー ト （ ２ ０ ’ ） の 前 記 第 ３ の 当 接 壁 （ ４ ２ ｃ ） 及 び 前 記 第 ４ の 当 接  
壁 （ ４ ２ ｄ ） は 、 前 記 第 １ の 凹 部 （ ７ ０ ） と 接 触 せ ず 、
　 前 記 第 ２ の 切 削 イ ン サ ー ト （ ２ ０ ’ ’ ） の 前 記 第 １ の 当 接 壁 （ ４ ２ ａ ） 及 び 前 記 第 ２ の 当  
接 壁 （ ４ ２ ｂ ） は 、 前 記 第 ２ の 凹 部 （ ７ ２ ） と 接 触 し な い 、 請 求 項 １ ９ に 記 載 の 回 転 切 削  
工 具 （ ４ ８ ） 。
【 請 求 項 ２ ３ 】
　 前 記 第 １ の 切 削 イ ン サ ー ト （ ２ ０ ’ ） の 前 記 下 側 中 心 隆 起 部 （ ４ ０ ） は 、 単 一 の 組 付 け 位  
置 で 前 記 第 １ の 凹 部 （ ７ ０ ） の み を 占 有 し 得 、 前 記 組 付 け 位 置 で は 、 前 記 第 １ の 当 接 壁 （  
４ ２ ａ ） 及 び 前 記 第 ２ の 当 接 壁 （ ４ ２ ｂ ） は 、 前 記 第 １ の 径 方 向 支 持 面 （ ７ ４ ） 及 び 前 記  
第 １ の 軸 方 向 支 持 面 （ ７ ６ ） の そ れ ぞ れ に 面 し 、
　 前 記 第 ２ の 切 削 イ ン サ ー ト （ ２ ０ ’ ’ ） の 前 記 下 側 中 心 隆 起 部 （ ４ ０ ） は 、 単 一 の 組 付 け  
位 置 で 前 記 第 ２ の 凹 部 （ ７ ２ ） の み を 占 有 し 得 、 前 記 組 付 け 位 置 で は 、 前 記 第 ３ の 当 接 壁  
（ ４ ２ ｃ ） 及 び 前 記 第 ４ の 当 接 壁 （ ４ ２ ｄ ） は 、 前 記 第 ２ の 径 方 向 支 持 面 （ ７ ８ ） 及 び 前  
記 第 ２ の 軸 方 向 支 持 面 （ ８ ０ ） の そ れ ぞ れ に 面 す る 、 請 求 項 １ ９ に 記 載 の 回 転 切 削 工 具 （  
４ ８ ） 。
【 請 求 項 ２ ４ 】
　 片 面 切 削 イ ン サ ー ト （ ２ ０ ） で あ っ て 、 前 記 片 面 切 削 イ ン サ ー ト （ ２ ０ ） は 、
　 外 周 側 面 （ ２ ６ ） に よ っ て 相 互 接 続 さ れ る 、 対 向 す る 上 側 面 （ ２ ２ ） 及 び 下 側 面 （ ２ ４  
） 、 並 び に 前 記 上 側 面 （ ２ ２ ） 及 び 前 記 下 側 面 （ ２ ４ ） を 通 過 す る イ ン サ ー ト 軸 （ Ａ １ ）  
と 、
　 前 記 イ ン サ ー ト 軸 （ Ａ １ ） に 沿 っ て 延 在 し 、 前 記 上 側 面 （ ２ ２ ） 及 び 前 記 下 側 面 （ ２ ４  
） を 接 続 す る 貫 通 孔 （ ２ ８ ） と 、
　 前 記 上 側 面 （ ２ ２ ） と 前 記 外 周 側 面 （ ２ ６ ） と の 交 線 に お け る 上 側 外 周 縁 部 （ ３ ０ ） で  
あ っ て 、 対 向 す る 第 １ の ノ ー ズ 縁 部 （ ３ ３ ） 及 び 第 ２ の ノ ー ズ 縁 部 （ ３ ５ ） に よ っ て 互 い  
に 離 間 す る 第 １ の 上 側 切 れ 刃 （ ３ ２ ） 及 び 第 ２ の 上 側 切 れ 刃 （ ３ ４ ） を 有 す る 上 側 外 周 縁  
部 （ ３ ０ ） と
　 前 記 下 側 面 （ ２ ４ ） か ら 下 方 に 、 前 記 上 側 面 （ ２ ２ ） か ら 離 れ て 延 在 す る 下 側 中 心 隆 起  
部 （ ４ ０ ） と
を 備 え 、 前 記 下 側 中 心 隆 起 部 （ ４ ０ ） は 、 前 記 下 側 中 心 隆 起 部 （ ４ ０ ） の 周 辺 部 の 周 囲 に  
延 在 す る 包 絡 面 （ ４ ３ ） を 有 し 、 前 記 下 側 面 （ ２ ４ ） 上 を 横 切 る 方 向 に 、 連 続 的 に 配 置 さ  
れ た 第 １ の 当 接 壁 （ ４ ２ ａ ） と 、 第 ２ の 当 接 壁 （ ４ ２ ｂ ） と 、 第 ３ の 当 接 壁 （ ４ ２ ｃ ） と  
、 第 ４ の 当 接 壁 （ ４ ２ ｄ ） と を 含 み 、
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　 前 記 イ ン サ ー ト 軸 （ Ａ １ ） に 直 交 し 、 前 記 包 絡 面 （ ４ ３ ） に 交 差 す る 第 １ の 水 平 面 （ Ｐ  
Ｈ １ ） で 取 っ た 断 面 に お い て 、 前 記 第 １ の 当 接 壁 （ ４ ２ ａ ） 、 前 記 第 ２ の 当 接 壁 （ ４ ２ ｂ  
） 、 前 記 第 ３ の 当 接 壁 （ ４ ２ ｃ ） 及 び 前 記 第 ４ の 当 接 壁 （ ４ ２ ｄ ） は 、 前 記 断 面 に 現 れ る  
そ れ ぞ れ の 辺 で 囲 ま れ る 仮 想 四 角 形 （ Ｑ Ｉ ） で あ っ て 、 前 記 イ ン サ ー ト 軸 （ Ａ １ ） が 通 過  
す る 仮 想 四 角 形 （ Ｑ Ｉ ） を 画 定 し 、
　 前 記 仮 想 四 角 形 （ Ｑ Ｉ ） は 、 前 記 イ ン サ ー ト 軸 （ Ａ １ ） 回 り に 回 転 対 称 で は な く 、
　 前 記 第 １ の 上 側 切 れ 刃 （ ３ ２ ） 及 び 前 記 第 ２ の 上 側 切 れ 刃 （ ３ ４ ） は 、 前 記 イ ン サ ー ト  
軸 （ Ａ １ ） 回 り に 回 転 対 称 で は な く 、
前 記 第 １ の 水 平 面 （ Ｐ Ｈ １ ） で 取 っ た 断 面 に お い て 、 前 記 貫 通 孔 （ ２ ８ ） は 、 前 記 仮 想 四  
角 形 （ Ｑ Ｉ ） の 内 側 に 完 全 に 位 置 す る 、 片 面 切 削 イ ン サ ー ト （ ２ ０ ） 。
【 請 求 項 ２ ５ 】
　 前 記 仮 想 四 角 形 （ Ｑ Ｉ ） は 、
　 対 角 線 上 で 対 向 し 、 互 い に 等 し い 第 １ の 内 角 （ α １ ） 及 び 第 ３ の 内 角 （ α ３ ） と 、
　 対 角 線 上 に 対 向 し 、 互 い に 等 し く な い 第 ２ の 内 角 （ α ２ ） 及 び 第 ４ の 内 角 （ α ４ ） と
を 備 え 、 前 記 第 ２ の 内 角 （ α ２ ） 及 び 第 ４ の 内 角 （ α ４ ） は 、 前 記 第 １ の 内 角 （ α １ ） 及  
び 前 記 第 ３ の 内 角 （ α ３ ） の 両 方 に も 等 し く な い 、 請 求 項 ２ ４ に 記 載 の 片 面 切 削 イ ン サ ー  
ト （ ２ ０ ） 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 回 転 切 削 工 具 及 び 切 削 イ ン サ ー ト に 関 し 、 切 削 イ ン サ ー ト は 、 ２ つ の 上 側 切  
れ 刃 と 、 ４ つ の 当 接 壁 が 仮 想 四 角 形 を 画 定 す る 下 側 中 心 隆 起 部 と を 有 す る 。 こ の 回 転 切 削  
工 具 は 、 フ ラ イ ス 作 業 全 般 で 使 用 す る た め の も の で あ り 、 特 に 、 輪 郭 削 り 及 び 倣 い 削 り 作  
業 用 の ボ ー ル ノ ー ズ ・ エ ン ド ミ ル の 形 態 の も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 フ ラ イ ス 作 業 で 使 用 さ れ る 切 削 工 具 の 分 野 に お い て 、 ２ つ の 上 側 切 れ 刃 と 、 ４ つ の 当 接  
壁 が 仮 想 四 角 形 を 画 定 す る 下 側 中 心 隆 起 部 と を 有 す る 切 削 イ ン サ ー ト の い く つ か の 例 が あ  
る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 Ｕ Ｓ ６ ， ５ ３ ６ ， ９ ９ ６ は 、 工 具 本 体 と 、 工 具 本 体 の 中 に 組 み 付 け ら れ る ２ つ の 切 削 イ  
ン サ ー ト と を 備 え る 切 削 工 具 を 開 示 し て い る 。 工 具 本 体 の イ ン サ ー ト 受 入 れ ポ ケ ッ ト は 、  
ポ ケ ッ ト 底 壁 を 有 す る 。 ポ ケ ッ ト 底 壁 に 開 口 す る 凹 み は 、 第 １ の 側 壁 、 第 ２ の 側 壁 、 第 ３  
の 側 壁 及 び 第 ４ の 側 壁 に よ っ て 境 界 が 示 さ れ る 下 側 壁 を 有 す る 。 切 削 イ ン サ ー ト は 、 イ ン  
サ ー ト 底 壁 を 有 す る 。 隆 起 部 は 、 イ ン サ ー ト 底 壁 か ら 下 方 に 延 在 し 、 第 １ の 横 壁 、 第 ２ の  
横 壁 、 第 ３ の 横 壁 及 び 第 ４ の 横 壁 に よ っ て 境 界 が 示 さ れ る 下 側 壁 を 有 す る 。 イ ン サ ー ト 底  
壁 は 、 ポ ケ ッ ト 底 壁 に 当 接 し 、 第 １ の 横 壁 は 、 第 １ の 側 壁 に 当 接 し 、 第 ３ の 横 壁 は 、 第 ３  
の 側 壁 に 当 接 し 、 第 １ の 横 壁 は 、 中 心 線 か ら 第 １ の 距 離 だ け 離 れ 、 中 心 線 に 近 い 切 れ 刃 は  
、 中 心 線 か ら 第 ２ の 距 離 だ け 離 れ 、 第 １ の 距 離 は 、 第 ２ の 距 離 よ り 少 な く と も ３ 倍 大 き く  
、 切 削 イ ン サ ー ト の 逃 げ 面 は 、 イ ン サ ー ト 受 入 れ ポ ケ ッ ト か ら 解 放 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 Ｕ Ｓ ９ ， ５ ７ ３ ， ２ ０ ４ は 、 切 削 工 具 及 び 切 削 イ ン サ ー ト を 開 示 し て お り 、 そ れ ぞ れ 、  
底 面 と 、 底 面 に 隣 接 す る 滑 止 め 構 成 と を 含 む 。 切 削 イ ン サ ー ト の 滑 止 め 構 成 は 、 イ ン サ ー  
ト 作 動 面 と 、 平 行 で は な い 第 １ の イ ン サ ー ト 当 接 面 及 び 第 ２ の イ ン サ ー ト 当 接 面 と を 含 み  
、 第 １ の イ ン サ ー ト 当 接 面 及 び 第 ２ の イ ン サ ー ト 当 接 面 は 、 イ ン サ ー ト 底 面 の 中 心 領 域 内  
の １ つ の 隆 起 部 上 に 形 成 さ れ る 。 工 具 の 滑 止 め 構 成 は 、 工 具 底 面 に 陥 没 す る 第 １ の 工 具 当  
接 面 及 び 第 ２ の 工 具 当 接 面 と 、 工 具 作 動 面 を 備 え る 締 め 具 と を 含 む 。 切 削 イ ン サ ー ト は 、  
切 削 イ ン サ ー ト の 底 面 の 係 合 を 介 し て 切 削 工 具 上 に 組 み 付 け ら れ 、 締 め 具 は 、 作 動 面 を 互  
い に 対 し て 偏 倚 さ せ る よ う に 動 作 可 能 で あ り 、 こ れ に よ り 、 第 １ の 当 接 面 及 び 第 ２ の 当 接  
面 を 互 い に 対 し て 強 制 的 に 押 し 付 け 、 切 削 イ ン サ ー ト が 工 具 の 底 面 に 沿 っ て 滑 ら な い よ う  
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に す る 。
【 発 明 の 概 要 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 本 発 明 の 一 目 的 は 、 最 適 化 さ れ た 外 周 形 状 を 有 す る 、 改 良 さ れ た 切 削 イ ン サ ー ト を 提 供  
す る こ と で あ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 本 発 明 の 一 目 的 は 、 改 良 さ れ た 回 転 切 削 工 具 を 提 供 す る こ と で も あ り 、 こ の 回 転 切 削 工  
具 は 、 回 転 切 削 工 具 の 中 に 取 外 し 可 能 に 固 定 さ れ る ２ つ の 同 一 の 切 削 イ ン サ ー ト を 有 す る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 発 明 の 更 な る 目 的 は 、 改 良 さ れ た 回 転 切 削 工 具 を 提 供 す る こ と で あ り 、 こ の 回 転 切 削  
工 具 は 、 工 具 軸 に 沿 っ て 軸 方 向 に 前 進 さ せ る こ と に よ っ て 切 削 動 作 を 実 施 す る こ と が 可 能  
で あ り 、 切 削 さ れ な い 「 中 足 部 」 を 工 作 物 内 に 残 す こ と が な い 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 発 明 の ま た 更 な る 目 的 は 、 改 良 さ れ た 回 転 切 削 工 具 を 提 供 す る こ と で あ り 、 こ の 回 転  
切 削 工 具 に お い て 、 ２ つ の 切 削 イ ン サ ー ト は 、 同 一 で は な い 有 効 切 れ 刃 を 有 し 、 ２ つ の イ  
ン サ ー ト 受 入 れ ポ ケ ッ ト は 、 切 削 イ ン サ ー ト に 対 し て 同 等 レ ベ ル の 径 方 向 及 び 軸 方 向 支 持  
を も た ら す 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 本 発 明 の ま た 更 な る 目 的 は 、 改 良 さ れ た 回 転 切 削 工 具 を 提 供 す る こ と で あ り 、 こ の 回 転  
切 削 工 具 に お い て 、 各 切 削 イ ン サ ー ト は 、 単 一 の 組 付 け 位 置 で ２ つ の イ ン サ ー ト 受 入 れ ポ  
ケ ッ ト の い ず れ か 一 方 の 中 に の み 取 外 し 可 能 に 固 定 し 得 る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 切 削 イ ン サ ー ト が 提 供 さ れ 、 切 削 イ ン サ ー ト は 、
　 外 周 側 面 に よ っ て 相 互 接 続 さ れ る 、 対 向 す る 上 側 面 及 び 下 側 面 、 並 び に 上 側 面 及 び 下 側  
面 を 通 過 す る イ ン サ ー ト 軸 と 、
　 上 側 面 と 外 周 側 面 と の 交 線 に お け る 上 側 外 周 縁 部 で あ っ て 、 第 １ の 上 側 切 れ 刃 及 び 第 ２  
の 上 側 切 れ 刃 を 有 す る 上 側 外 周 縁 部 と 、
　 下 側 面 か ら 下 方 に 、 上 側 面 か ら 離 れ て 延 在 す る 下 側 中 心 隆 起 部 と
を 備 え 、 下 側 中 心 隆 起 部 は 、 下 側 面 に 横 断 す る 第 １ の 当 接 壁 と 第 ２ の 当 接 壁 と 第 ３ の 当 接  
壁 と 第 ４ の 当 接 壁 と を 含 み 、 第 １ の 当 接 壁 、 第 ２ の 当 接 壁 、 第 ３ の 当 接 壁 及 び 第 ４ の 当 接  
壁 は 、 下 側 中 心 隆 起 部 の 周 辺 部 の 周 囲 に 延 在 す る 包 絡 面 上 に 連 続 的 に 配 置 さ れ 、
　 イ ン サ ー ト 軸 に 直 交 し 、 包 絡 面 に 交 差 す る 第 １ の 水 平 面 で 取 っ た 断 面 に お い て 、 第 １ の  
当 接 壁 、 第 ２ の 当 接 壁 、 第 ３ の 当 接 壁 及 び 第 ４ の 当 接 壁 は 、 仮 想 四 角 形 を 画 定 し 、 仮 想 四  
角 形 は 、 対 角 線 上 で 対 向 す る 第 １ の 内 角 及 び 第 ３ の 内 角 と 、 対 角 線 上 で 対 向 す る 第 ２ の 内  
角 及 び 第 ４ の 内 角 と を 有 し 、
　 仮 想 四 角 形 は 、 第 １ の 当 接 壁 、 第 ２ の 当 接 壁 、 第 ３ の 当 接 壁 及 び 第 ４ の 当 接 壁 の そ れ ぞ  
れ と 関 連 す る 第 １ の 辺 と 第 ２ の 辺 と 第 ３ の 辺 と 第 ４ の 辺 と を 有 し 、 第 １ の 内 角 は 、 第 １ の  
辺 と 第 ２ の 辺 と の 間 に 形 成 さ れ 、 第 ２ の 内 角 は 、 第 ２ の 辺 と 第 ３ の 辺 と の 間 に 形 成 さ れ 、  
第 ３ の 内 角 は 、 第 ３ の 辺 と 第 ４ の 辺 と の 間 に 形 成 さ れ 、 第 ４ の 内 角 は 、 第 ４ の 辺 と 第 １ の  
辺 と の 間 に 形 成 さ れ 、
　 第 １ の 内 角 及 び 第 ３ の 内 角 は 、 互 い に 等 し く 、 第 ２ の 内 角 及 び 第 ４ の 内 角 は 、 互 い に 等  
し く な い 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 ま た 、 本 発 明 に よ れ ば 、 回 転 方 向 で 工 具 軸 回 り に 回 転 可 能 な 回 転 切 削 工 具 が 提 供 さ れ 、  
回 転 切 削 工 具 は 、 第 １ の イ ン サ ー ト 受 入 れ ポ ケ ッ ト 及 び 第 ２ の イ ン サ ー ト 受 入 れ ポ ケ ッ ト  
を 有 す る 工 具 本 体 と 、 上 記 で 説 明 し た 種 類 の １ つ の 切 削 イ ン サ ー ト と を 備 え 、 切 削 イ ン サ  
ー ト は 、 第 １ の イ ン サ ー ト 受 入 れ ポ ケ ッ ト 及 び 第 ２ の イ ン サ ー ト 受 入 れ ポ ケ ッ ト の そ れ ぞ  
れ の 中 に 取 外 し 可 能 に 固 定 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 次 に 、 よ り 良 好 に 理 解 す る た め 、 単 に 例 と し て 、 添 付 の 図 面 を 参 照 し な が ら 本 発 明 を 説  
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明 す る 。 図 面 に お い て 、 鎖 状 破 線 は 、 部 材 の 部 分 図 の 切 断 境 界 部 を 表 す 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ １ ３ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の い く つ か の 実 施 形 態 に よ る 、 切 削 イ ン サ ー ト の 上 側 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 図 １ に 示 す 切 削 イ ン サ ー ト の 下 側 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 図 １ に 示 す 切 削 イ ン サ ー ト の 上 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 図 １ に 示 す 切 削 イ ン サ ー ト の 底 面 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 図 １ に 示 す 切 削 イ ン サ ー ト の 側 面 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 線 Ｖ Ｉ － Ｖ Ｉ に 沿 っ て 取 っ た 、 図 ５ に 示 す 切 削 イ ン サ ー ト の 断 面 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 本 発 明 の い く つ か の 実 施 形 態 に よ る 、 工 具 本 体 の 側 面 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 図 ７ に 示 す 工 具 本 体 の 第 １ の イ ン サ ー ト 受 入 れ ポ ケ ッ ト の 上 面 図 で あ る 。
【 図 ９ 】 図 ７ に 示 す 工 具 本 体 の 第 ２ の イ ン サ ー ト 受 入 れ ポ ケ ッ ト の 上 面 図 で あ る 。
【 図 １ ０ 】 本 発 明 の い く つ か の 実 施 形 態 に よ る 、 切 削 工 具 の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 １ １ 】 図 １ ０ に 示 す 切 削 イ ン サ ー ト の 第 １ の 側 面 図 で あ る 。
【 図 １ ２ 】 図 １ ０ に 示 す 切 削 イ ン サ ー ト の 第 ２ の 側 面 図 で あ る 。
【 図 １ ３ 】 図 １ ０ に 示 す 切 削 工 具 の 端 面 図 で あ る 。
【 図 １ ４ 】 第 １ の イ ン サ ー ト 受 入 れ ポ ケ ッ ト に 関 連 す る 、 図 １ ０ に 示 す 切 削 イ ン サ ー ト の  
断 面 図 で あ る 。
【 図 １ ５ 】 線 Ｘ Ｖ － Ｘ Ｖ に 沿 っ て 取 っ た 、 図 １ ４ に 示 す 切 削 イ ン サ ー ト の 断 面 図 で あ る 。
【 図 １ ６ 】 第 ２ の イ ン サ ー ト 受 入 れ ポ ケ ッ ト に 関 連 す る 、 図 １ ０ に 示 す 切 削 工 具 の 断 面 図  
で あ る 。
【 図 １ ７ 】 線 Ｘ Ｖ Ｉ Ｉ － Ｘ Ｖ Ｉ Ｉ に 沿 っ て 取 っ た 、 図 １ ６ に 示 す 切 削 工 具 の 断 面 図 で あ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】
【 ０ ０ １ ４ 】
　 図 １ ～ 図 ６ に 示 す よ う に 、 本 発 明 の 一 態 様 は 、 切 削 イ ン サ ー ト ２ ０ に 関 し 、 切 削 イ ン サ  
ー ト ２ ０ は 、 外 周 側 面 ２ ６ に よ っ て 相 互 接 続 さ れ る 、 対 向 す る 上 側 面 ２ ２ 及 び 下 側 面 ２ ４  
と 、 上 側 面 ２ ２ 及 び 下 側 面 ２ ４ を 通 過 す る （ 又 は よ り 正 確 に は 上 側 面 及 び 下 側 面 に よ っ て  
画 定 さ れ る 平 面 を 通 過 す る ） イ ン サ ー ト 軸 Ａ １ と を 有 す る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 本 発 明 の い く つ か の 実 施 形 態 で は 、 下 側 面 ２ ４ は 、 平 坦 と し 得 る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 ま た 、 本 発 明 の い く つ か の 実 施 形 態 で は 、 貫 通 孔 ２ ８ は 、 イ ン サ ー ト 軸 Ａ １ に 沿 っ て 延  
在 し 得 る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 更 に 、 本 発 明 の い く つ か の 実 施 形 態 で は 、 切 削 イ ン サ ー ト ２ ０ は 、 好 ま し く は 、 型 プ レ  
ス 加 工 、 及 び 炭 化 タ ン グ ス テ ン 等 の 超 硬 合 金 の 焼 結 に よ っ て 製 造 し て も 、 被 覆 し て も 、 被  
覆 し な く て も よ い 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 図 １ 及 び 図 ３ に 示 す よ う に 、 上 側 面 ２ ２ は 、 平 坦 な 上 側 中 心 領 域 ２ ７ を 含 み 得 る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 本 発 明 の い く つ か の 実 施 形 態 で は 、 貫 通 孔 ２ ８ は 、 上 側 中 心 領 域 ２ ７ に 交 差 し 得 る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 図 １ 及 び 図 ３ に 示 す よ う に 、 連 続 上 側 外 周 縁 部 ３ ０ は 、 上 側 面 ２ ２ と 外 周 側 面 ２ ６ と の  
交 線 に 形 成 さ れ 、 上 側 外 周 縁 部 ３ ０ は 、 第 １ の 上 側 切 れ 刃 ３ ２ と 第 ２ の 上 側 切 れ 刃 ３ ４ と  
を 有 す る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 本 発 明 の い く つ か の 実 施 形 態 で は 、 上 側 外 周 縁 部 ３ ０ は 、 イ ン サ ー ト 軸 Ａ １ 周 り に 回 転  
対 称 を 呈 す る こ と が な い 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 ま た 、 本 発 明 の い く つ か の 実 施 形 態 で は 、 第 １ の 上 側 切 れ 刃 ３ ２ 及 び 第 ２ の 上 側 切 れ 刃  
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３ ４ は 、 同 一 で な く て よ い 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 更 に 、 本 発 明 の い く つ か の 実 施 形 態 で は 、 第 １ の 上 側 切 れ 刃 ３ ２ 及 び 第 ２ の 上 側 切 れ 刃  
３ ４ は 、 対 向 す る 第 １ の ノ ー ズ 縁 部 ３ ３ 、 ３ ５ に よ っ て 離 間 し 得 る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 図 １ 及 び 図 ３ に 示 す よ う に 、 第 １ の 上 側 切 れ 刃 ３ ２ は 、 第 １ の 主 切 れ 刃 部 分 ３ ６ ａ と 、  
第 １ の 副 切 れ 刃 部 分 ３ ６ ｂ と を 含 み 得 、 第 ２ の 上 側 切 れ 刃 ３ ４ は 、 第 ２ の 主 切 れ 刃 ３ ８ ａ  
と 、 第 ２ の 副 切 れ 刃 ３ ８ ｂ と を 含 み 得 る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 本 発 明 の い く つ か の 実 施 形 態 で は 、 切 削 イ ン サ ー ト ２ ０ の 上 面 図 に お い て 、 図 ３ に 示 す  
よ う に 、 第 １ の 主 切 れ 刃 部 分 ３ ６ ａ 及 び 第 ２ の 主 切 れ 刃 部 分 ３ ８ ａ の そ れ ぞ れ は 、 外 方 凸  
形 状 を 有 し 得 、 第 １ の 副 切 れ 刃 部 分 ３ ６ ｂ 及 び 第 ２ の 副 切 れ 刃 部 分 ３ ８ ｂ の そ れ ぞ れ は 、  
ま っ す ぐ と し 得 る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 ま た 、 本 発 明 の い く つ か の 実 施 形 態 で は 、 切 削 イ ン サ ー ト ２ ０ の 側 面 図 に お い て 、 図 ５  
に 示 す よ う に 、 第 １ の 主 切 れ 刃 部 分 ３ ６ ａ 及 び 第 ２ の 主 切 れ 刃 部 分 ３ ８ ａ は 、 上 方 凸 形 状  
を 有 し 得 る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 図 １ 及 び 図 ３ に 示 す よ う に 、 第 １ の ノ ー ズ 縁 部 ３ ３ は 、 第 １ の 主 切 れ 刃 部 分 ３ ６ ａ と 第  
２ の 副 切 れ 刃 部 分 ３ ８ ｂ と の 間 に 延 在 し 得 、 第 ２ の ノ ー ズ 縁 部 ３ ５ は 、 第 ２ の 主 切 れ 刃 部  
分 ３ ８ ａ と 第 １ の 副 切 れ 刃 部 分 ３ ６ ｂ と の 間 に 延 在 し 得 る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 図 ２ 、 図 ４ 及 び 図 ５ に 示 す よ う に 、 下 側 中 心 隆 起 部 ４ ０ は 、 下 側 面 ２ ４ か ら 下 方 に 、 上  
側 面 ２ ２ か ら 離 れ て 延 在 し 、 下 側 中 心 隆 起 部 ４ ０ は 、 下 側 面 ２ ４ に 横 断 す る 第 １ の 当 接 壁  
４ ２ ａ と 第 ２ の 当 接 壁 ４ ２ ｂ と 第 ３ の 当 接 壁 ４ ２ ｃ と 第 ４ の 当 接 壁 ４ ２ ｄ と を 含 む 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 第 １ の 当 接 壁 ４ ２ ａ 、 第 ２ の 当 接 壁 ４ ２ ｂ 、 第 ３ の 当 接 壁 ４ ２ ｃ 及 び 第 ４ の 当 接 壁 ４ ２  
ｄ は 、 下 側 中 心 隆 起 部 ４ ０ の 周 辺 部 の 周 囲 に 延 在 す る 包 絡 面 ４ ３ 上 に 連 続 的 に 配 置 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 本 発 明 の い く つ か の 実 施 形 態 で は 、 下 側 中 心 隆 起 部 ４ ０ は 、 底 面 ４ ４ を 有 し 得 、 包 絡 面  
４ ３ は 、 底 面 ４ ４ の 下 側 面 ２ ４ か ら 延 在 し 得 る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 ま た 、 本 発 明 の い く つ か の 実 施 形 態 で は 、 貫 通 孔 ２ ８ は 、 底 面 ４ ４ に 交 差 し 得 る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 図 ２ に 示 す よ う に 、 連 続 下 側 外 周 縁 部 ４ ６ は 、 下 側 面 ２ ４ 及 び 外 周 側 面 ２ ６ の 交 線 に 形  
成 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 本 発 明 の い く つ か の 実 施 形 態 で は 、 下 側 外 周 縁 部 ４ ６ は 、 切 れ 刃 が な く て よ い 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 い く つ か の 実 施 形 態 で は 、 下 側 中 心 隆 起 部 ４ ０ の た め に 、 切 削 イ ン サ ー ト ２ ０ は 、 片 面  
式 （ 又 は 非 可 逆 式 ） で あ り 、 即 ち 、 上 下 を ひ っ く り 返 す こ と に よ っ て 刃 先 を 交 換 す る こ と  
が で き な い 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 図 ４ に 示 す よ う に 、 切 削 イ ン サ ー ト ２ ０ の 底 面 図 に お い て 、 第 １ の 当 接 壁 ４ ２ ａ 、 第 ２  
の 当 接 壁 ４ ２ ｂ 、 第 ３ の 当 接 壁 ４ ２ ｃ 及 び 第 ４ の 当 接 壁 ４ ２ ｄ の そ れ ぞ れ は 、 下 側 外 周 縁  
部 ４ ６ の 内 側 に 位 置 し 得 る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 本 発 明 の い く つ か の 実 施 形 態 で は 、 切 削 イ ン サ ー ト ２ ０ の 底 面 図 に お い て 、 下 側 中 心 隆  
起 部 ４ ０ 全 体 は 、 下 側 外 周 縁 部 ４ ６ の 内 側 に 位 置 し 得 る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
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　 第 １ の 当 接 壁 ４ ２ ａ 、 第 ２ の 当 接 壁 ４ ２ ｂ 、 第 ３ の 当 接 壁 ４ ２ ｃ 及 び 第 ４ の 当 接 壁 ４ ２  
ｄ を 有 す る た め に 、 下 側 中 心 隆 起 部 ４ ０ は 、 切 削 工 具 の 径 方 向 及 び 軸 方 向 支 持 面 に 対 し て  
切 削 イ ン サ ー ト ２ ０ を 取 外 し 可 能 に 固 定 す る た め に 使 用 し 得 る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 し た が っ て 、 イ ン サ ー ト の 外 周 側 面 ２ ６ は 、 切 削 工 具 の 表 面 か ら 完 全 に 離 間 し 得 、 こ の  
た め 、 第 １ の 上 側 切 れ 刃 ３ ２ 及 び 第 ２ の 上 側 切 れ 刃 ３ ４ の 形 状 、 並 び に 第 １ の 切 れ 刃 ３ ２  
及 び 第 ２ の 切 れ 刃 ３ ４ に 間 隙 を も た ら す 外 周 側 面 ２ ６ の 部 分 を 最 適 化 で き 、 切 削 イ ン サ ー  
ト ２ ０ を 切 削 工 具 に 取 外 し 可 能 に 固 定 す る こ と に 関 連 す る 形 状 の 制 約 条 件 が な い こ と に 了  
解 さ れ た い 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 図 ６ に 示 す よ う に 、 イ ン サ ー ト 軸 Ａ １ に 直 交 し 、 包 絡 面 ４ ３ に 交 差 す る 第 １ の 水 平 面 Ｐ  
Ｈ １ で 取 っ た 断 面 に お い て 、 第 １ の 当 接 壁 ４ ２ ａ 、 第 ２ の 当 接 壁 ４ ２ ｂ 、 第 ３ の 当 接 壁 ４  
２ ｃ 及 び 第 ４ の 当 接 壁 ４ ２ ｄ は 、 仮 想 四 角 形 Ｑ Ｉ を 画 定 し 、 仮 想 四 角 形 Ｑ Ｉ は 、 対 角 線 上  
で 対 向 す る 第 １ の 内 角 α １ 及 び 第 ３ の 内 角 α ３ と 、 対 角 線 上 で 対 向 す る 第 ２ の 内 角 α ２ 及  
び 第 ４ の 内 角 α ４ と を 有 す る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 ま た 、 図 ６ に 示 す よ う に 、 仮 想 四 角 形 Ｑ Ｉ は 、 第 １ の 当 接 壁 ４ ２ ａ 、 第 ２ の 当 接 壁 ４ ２  
ｂ 、 第 ３ の 当 接 壁 ４ ２ ｃ 及 び 第 ４ の 当 接 壁 ４ ２ ｄ の そ れ ぞ れ と 関 連 す る 第 １ の 辺 Ｓ １ と 第  
２ の 辺 Ｓ ２ と 第 ３ の 辺 Ｓ ３ と 第 ４ の 辺 Ｓ ４ と を 有 し 、 第 １ の 内 角 α １ は 、 第 １ の 辺 Ｓ １ と  
第 ２ の 辺 Ｓ ２ と の 間 に 形 成 さ れ 、 第 ２ の 内 角 α ２ は 、 第 ２ の 辺 Ｓ ２ と 第 ３ の 辺 Ｓ ３ と の 間  
に 形 成 さ れ 、 第 ３ の 内 角 α ３ は 、 第 ３ の 辺 Ｓ ３ と 第 ４ の 辺 Ｓ ４ と の 間 に 形 成 さ れ 、 第 ４ の  
内 角 α ４ は 、 第 ４ の 辺 Ｓ ４ と 第 １ の 辺 Ｓ １ と の 間 に 形 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 本 発 明 の い く つ か の 実 施 形 態 で は 、 第 １ の 水 平 面 Ｐ Ｈ １ に お い て 取 っ た 断 面 に お い て 、  
第 １ の 当 接 壁 ４ ２ ａ 、 第 ２ の 当 接 壁 ４ ２ ｂ 、 第 ３ の 当 接 壁 ４ ２ ｃ 及 び 第 ４ の 当 接 壁 ４ ２ ｄ  
の そ れ ぞ れ は 、 ま っ す ぐ と し 得 る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 ま た 、 本 発 明 の い く つ か の 実 施 形 態 で は 、 第 １ の 当 接 壁 ４ ２ ａ 、 第 ２ の 当 接 壁 ４ ２ ｂ 、  
第 ３ の 当 接 壁 ４ ２ ｃ 及 び 第 ４ の 当 接 壁 ４ ２ ｄ の そ れ ぞ れ は 、 平 坦 と し 得 る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 更 に 、 本 発 明 の い く つ か の 実 施 形 態 で は 、 第 １ の 当 接 壁 ４ ２ ａ 、 第 ２ の 当 接 壁 ４ ２ ｂ 、  
第 ３ の 当 接 壁 ４ ２ ｃ 及 び 第 ４ の 当 接 壁 ４ ２ ｄ の そ れ ぞ れ は 、 イ ン サ ー ト 軸 Ａ １ に 平 行 と し  
得 る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 図 ２ 及 び 図 ４ に 示 す よ う に 、 包 絡 面 ４ ３ は 、 第 １ の コ ー ナ 面 ４ ５ ａ と 、 第 ２ の コ ー ナ 面  
４ ５ ｂ と 、 第 ３ の コ ー ナ 面 ４ ５ ｃ と 、 第 ４ の コ ー ナ 面 ４ ５ ｄ と を 有 し 得 、 第 １ の コ ー ナ 面  
４ ５ ａ は 、 第 １ の 当 接 壁 ４ ２ ａ と 第 ２ の 当 接 壁 ４ ２ ｂ と の 間 に 配 設 さ れ 、 第 ２ の コ ー ナ 面  
４ ５ ｂ は 、 第 ２ の 当 接 壁 ４ ２ ｂ と 第 ３ の 当 接 壁 ４ ２ ｃ と の 間 に 配 設 さ れ 、 第 ３ の コ ー ナ 面  
４ ５ ｃ は 、 第 ３ の 当 接 壁 ４ ２ ｃ と 第 ４ の 当 接 壁 ４ ２ ｄ と の 間 に 配 設 さ れ 、 第 ４ の コ ー ナ 面  
４ ５ ｄ は 、 第 ４ の 当 接 壁 ４ ２ ｄ と 第 １ の 当 接 壁 ４ ２ ａ と の 間 に 配 設 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 図 ６ に 示 す よ う に 、 第 １ の 水 平 面 Ｐ Ｈ １ で 取 っ た 断 面 に お い て 、 第 １ の コ ー ナ 面 ４ ５ ａ  
は 、 凹 形 と し 得 、 第 ２ の コ ー ナ 面 ４ ５ ｂ 及 び 第 ３ の コ ー ナ 面 ４ ５ ｃ は 、 ま っ す ぐ と し 得 、  
第 ４ の コ ー ナ 面 ４ ５ ｄ は 、 凸 形 と し 得 る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 本 発 明 の い く つ か の 実 施 形 態 で は 、 第 １ の 水 平 面 Ｐ Ｈ １ に お い て 取 っ た 断 面 に お い て 、  
第 １ の コ ー ナ 面 ４ ５ ａ 、 第 ２ の コ ー ナ 面 ４ ５ ｂ 、 第 ３ の コ ー ナ 面 ４ ５ ｃ 及 び 第 ４ の コ ー ナ  
面 ４ ５ ｄ は 、 仮 想 四 角 形 Ｑ Ｉ の 内 側 に 位 置 し 得 る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 図 ４ に 示 す よ う に 、 第 １ の 当 接 壁 ４ ２ ａ は 、 ２ つ の 離 間 す る 第 １ の 副 壁 ４ ２ ａ ’ と ４ ２ ａ  
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’ ’ と を 含 み 得 、 第 ３ の 当 接 壁 ４ ２ ｃ は 、 ２ つ の 離 間 す る 第 ３ の 副 壁 ４ ２ ｃ ’ と ４ ２ ｃ ’ ’ と を  
含 み 得 る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 本 発 明 の い く つ か の 実 施 形 態 で は 、 図 ６ に 示 す よ う に 、 第 １ の 水 平 面 Ｐ Ｈ １ で 取 っ た 断  
面 に お い て 、 ２ つ の 第 １ の 副 壁 ４ ２ ａ ’ 、 ４ ２ ａ ’ ’ は 、 同 一 直 線 上 に あ り 得 、 ２ つ の 第 ３ の  
副 壁 ４ ２ ｃ ’ 、 ４ ２ ｃ ’ ’ は 、 同 一 直 線 上 に あ り 得 る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 図 ４ 及 び 図 ６ に 示 す よ う に 、 ２ つ の 第 １ の 副 壁 ４ ２ ａ ’ 、 ４ ２ ａ ’ ’ は 、 第 １ の 突 出 部 ４ ７  
ａ に よ っ て 離 間 し 得 、 ２ つ の 第 ３ の 副 壁 ４ ２ ｃ ’ 、 ４ ２ ｃ ’ ’ は 、 第 ３ の 突 出 部 ４ ７ ｃ に よ っ  
て 離 間 し 得 る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 本 発 明 の い く つ か の 実 施 形 態 で は 、 第 １ の 水 平 面 Ｐ Ｈ １ に お い て 取 っ た 断 面 に お い て 、  
第 １ の 突 出 部 ４ ７ ａ 及 び 第 ３ の 突 出 部 ４ ７ ｃ は 、 仮 想 四 角 形 Ｑ Ｉ の 外 側 に 位 置 し 得 る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 ま た 、 本 発 明 の い く つ か の 実 施 形 態 で は 、 イ ン サ ー ト 軸 Ａ １ を 含 み 、 第 １ の 辺 Ｓ １ に 直  
交 す る 第 １ の 径 方 向 平 面 Ｐ Ｒ １ は 、 第 １ の 突 出 部 ４ ７ ａ に 交 差 し 得 、 イ ン サ ー ト 軸 Ａ １ を  
含 み 、 第 ３ の 辺 Ｓ ３ に 直 交 す る 第 ３ の 径 方 向 平 面 Ｐ Ｒ ３ は 、 第 ３ の 突 出 部 ４ ７ ｃ に 交 差 し  
得 る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 図 ６ に 示 す よ う に 、 第 １ の 水 平 面 Ｐ Ｈ １ で 取 っ た 断 面 に お い て 、 貫 通 孔 ２ ８ は 、 仮 想 四  
角 形 Ｑ Ｉ の 内 側 に 完 全 に 位 置 し 得 る 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 貫 通 孔 ２ ８ が イ ン サ ー ト 軸 Ａ １ に 沿 っ て 延 在 し 、 仮 想 四 角 形 Ｑ Ｉ の 内 側 に 完 全 に 位 置 す  
る 本 発 明 の 実 施 形 態 の 場 合 、 第 １ の 突 出 部 ４ ７ ａ 及 び 第 ３ の 突 出 部 ４ ７ ｃ に よ り 、 有 利 に  
は 、 貫 通 孔 ２ ８ に 隣 接 す る 最 小 壁 厚 さ が 増 大 し た 下 側 中 心 隆 起 部 ４ ０ を も た ら し 、 し た が  
っ て 、 切 削 イ ン サ ー ト ２ ０ の 強 度 を 増 大 さ せ る こ と を 了 解 さ れ た い 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 第 １ の 内 角 α １ 及 び 第 ３ の 内 角 α ３ は 、 互 い に 等 し く 、 第 ２ の 内 角 α  
２ 及 び 第 ４ の 内 角 α ４ は 、 互 い に 等 し く な い 。 し た が っ て 、 仮 想 四 角 形 Ｑ Ｉ は 、 不 規 則 な  
四 角 形 と 説 明 し 得 る 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 本 発 明 の い く つ か の 実 施 形 態 で は 、 第 ２ の 内 角 α ２ 及 び 第 ４ の 内 角 ａ ４ の 両 方 は 、 第 １  
の 内 角 α １ 及 び 第 ３ の 内 角 α ３ と は 異 な り 得 る 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
　 ま た 、 本 発 明 の い く つ か の 実 施 形 態 で は 、 第 ２ の 内 角 α ２ は 、 鋭 角 と し 得 、 第 ４ の 内 角  
α ４ は 、 鈍 角 と し 得 る 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
　 図 ６ に 示 す よ う に 、 第 １ の 水 平 面 Ｐ Ｈ １ で 取 っ た 断 面 に お い て 、 第 ２ の 内 角 α ２ 及 び 第  
４ の 内 角 α ４ の 和 は 、 第 １ の 内 角 α １ 又 は 第 ３ の 内 角 α ３ の い ず れ か の 値 の ２ 倍 と し 得 る 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
　 し た が っ て 、 本 発 明 の い く つ か の 実 施 形 態 で は 、 第 １ の 内 角 α １ 及 び 第 ３ の 内 角 α ３ の  
両 方 は 、 直 角 と し 得 る 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
　 対 角 線 上 で 対 向 す る 第 ２ の 内 角 α ２ 及 び 第 ４ の 内 角 α ４ が 互 い に 等 し く な い た め に 、 仮  
想 四 角 形 Ｑ Ｉ は 、 （ ３ ６ ０ ° 未 満 の あ ら ゆ る 角 度 で ） イ ン サ ー ト 軸 Ａ １ 回 り に 回 転 対 称 が  
な い 。 そ の よ う な 場 合 、 切 削 イ ン サ ー ト ２ ０ は 、 全 体 と し て 、 第 １ の 上 側 切 れ 刃 ３ ２ 及 び  
第 ２ の 上 側 切 れ 刃 ３ ４ が （ ３ ６ ０ ° 未 満 の 角 度 で ） イ ン サ ー ト 軸 Ａ １ 回 り に 回 転 対 称 で あ  
る 場 合 で さ え 、 回 転 対 称 で は な い 。
【 ０ ０ ６ ０ 】
　 図 ６ に 示 す よ う に 、 仮 想 四 角 形 Ｑ Ｉ は 、 そ れ ぞ れ が 第 １ の 内 角 α １ 、 第 ２ の 内 角 α ２ 、  
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第 ３ の 内 角 α ３ 及 び 第 ４ の 内 角 α ４ と 関 連 す る 第 １ の コ ー ナ 点 Ｎ Ｃ １ と 第 ２ の コ ー ナ 点 Ｎ  
Ｃ ２ と 第 ３ の コ ー ナ 点 Ｎ Ｃ ３ と 第 ４ の コ ー ナ 点 Ｎ Ｃ ４ と を 有 す る 。
【 ０ ０ ６ １ 】
　 本 発 明 の い く つ か の 実 施 形 態 で は 、 第 １ の コ ー ナ 点 Ｎ Ｃ １ 及 び 第 ３ の コ ー ナ 点 Ｎ Ｃ ３ は  
、 イ ン サ ー ト 軸 Ａ １ か ら そ れ ぞ れ 第 １ の 距 離 ｄ １ 及 び 第 ３ の 距 離 ｄ ３ で 位 置 し 得 、 第 １ の  
距 離 ｄ １ 及 び 第 ３ の 距 離 ｄ ３ は 、 互 い に 等 し い も の と し 得 る 。
【 ０ ０ ６ ２ 】
　 図 ６ に 示 す よ う に 、 第 １ の 水 平 面 Ｐ Ｈ １ に お い て 取 っ た 断 面 に お い て 、 第 １ の コ ー ナ 点  
Ｎ Ｃ １ 、 第 ２ の コ ー ナ 面 Ｎ Ｃ ２ 、 第 ３ の コ ー ナ 面 Ｎ Ｃ ３ 及 び 第 ４ の コ ー ナ 面 Ｎ Ｃ ４ は 、 下  
側 中 心 隆 起 部 ４ ０ の 外 側 に 位 置 し 得 る 。
【 ０ ０ ６ ３ 】
　 本 発 明 の い く つ か の 実 施 形 態 で は 、 第 １ の 水 平 面 Ｐ Ｈ １ に お い て 取 っ た 断 面 に お い て 、  
第 １ の コ ー ナ 点 Ｎ Ｃ １ 及 び 第 ３ の コ ー ナ 点 Ｎ Ｃ ３ の 少 な く と も １ つ は 、 下 側 外 周 縁 部 ４ ６  
の 外 側 に 位 置 し 得 る 。
【 ０ ０ ６ ４ 】
　 図 ６ に 示 す よ う に 、 第 １ の 辺 Ｓ １ 及 び 第 ３ の 辺 Ｓ ３ の そ れ ぞ れ は 、 第 ２ の 辺 Ｓ ２ 及 び 第  
４ の 辺 Ｓ ４ の そ れ ぞ れ よ り も 長 い も の と し 得 る 。
【 ０ ０ ６ ５ 】
　 本 発 明 の い く つ か の 実 施 形 態 で は 、 第 １ の 辺 Ｓ １ 及 び 第 ３ の 辺 Ｓ ３ は 、 非 平 行 と し 得 、  
第 ２ の 辺 Ｓ ２ 及 び 第 ４ の 辺 Ｓ ４ は 、 非 平 行 と し 得 る 。
【 ０ ０ ６ ６ 】
　 図 ３ 及 び 図 ６ に 示 す よ う に 、 第 １ の 辺 Ｓ １ を 含 む 第 １ の 垂 直 平 面 Ｐ Ｖ １ は 、 第 １ の 主 切  
れ 刃 部 分 ３ ６ ａ 及 び 第 ２ の 主 切 れ 刃 部 分 ３ ８ ａ に 交 差 し 得 、 第 ３ の 辺 Ｓ ３ を 含 む 第 ３ の 垂  
直 平 面 Ｐ Ｖ ３ は 、 第 １ の 主 切 れ 刃 部 分 ３ ６ ａ 及 び 第 ２ の 主 切 れ 刃 部 分 ３ ８ ａ に 交 差 し 得 る 。
【 ０ ０ ６ ７ 】
　 ま た 、 図 ３ 及 び 図 ６ に 示 す よ う に 、 第 ２ の 辺 Ｓ ２ を 含 む 第 ２ の 垂 直 平 面 Ｐ Ｖ ２ は 、 第 ２  
の 主 切 れ 刃 部 分 ３ ８ ａ 及 び 第 １ の 副 切 れ 刃 部 分 ３ ６ ｂ に 交 差 し 得 、 第 ４ の 辺 Ｓ ４ を 含 む 第  
４ の 垂 直 平 面 Ｐ Ｖ ４ は 、 第 １ の 主 切 れ 刃 部 分 ３ ６ ａ 及 び 第 ２ の 副 切 れ 刃 部 分 ３ ８ ｂ に 交 差  
し 得 る 。
【 ０ ０ ６ ８ 】
　 更 に 、 図 ３ に 示 す よ う に 、 第 １ の ノ ー ズ 縁 部 ３ ３ は 、 第 １ の 垂 直 平 面 Ｐ Ｖ １ 及 び 第 ４ の  
垂 直 平 面 Ｐ Ｖ ４ の 交 線 に よ っ て 画 定 さ れ る ４ つ の 空 間 領 域 の １ つ の 中 に 完 全 に 位 置 し 得 、  
第 ２ の ノ ー ズ 縁 部 ３ ５ は 、 第 ２ の 垂 直 平 面 Ｐ Ｖ ２ 及 び 第 ３ の 垂 直 平 面 Ｐ Ｖ ３ の 交 線 に よ っ  
て 画 定 さ れ る ４ つ の 空 間 領 域 の １ つ の 中 に 完 全 に 位 置 し 得 る 。
【 ０ ０ ６ ９ 】
　 本 発 明 の い く つ か の 実 施 形 態 で は 、 第 １ の 垂 直 平 面 Ｐ Ｖ １ 、 第 ２ の 垂 直 平 面 Ｐ Ｖ ２ 、 第  
３ の 垂 直 平 面 Ｐ Ｖ ３ 及 び 第 ４ の 垂 直 平 面 Ｐ Ｖ ４ は 、 イ ン サ ー ト 軸 Ａ １ に 平 行 と し 得 る 。
【 ０ ０ ７ ０ 】
　 図 ７ ～ 図 １ ３ に 示 す よ う に 、 本 発 明 の 別 の 態 様 は 、 回 転 方 向 Ｒ Ｔ で 工 具 軸 Ａ Ｔ 回 り に 回  
転 可 能 な 回 転 切 削 工 具 ４ ８ に 関 す る 。
【 ０ ０ ７ １ 】
　 回 転 切 削 工 具 ４ ８ は 、 第 １ の イ ン サ ー ト 受 入 れ ポ ケ ッ ト ５ ２ 及 び 第 ２ の イ ン サ ー ト 受 入  
れ ポ ケ ッ ト ５ ４ を 有 す る 工 具 本 体 ５ ０ と 、 第 １ の イ ン サ ー ト 受 入 れ ポ ケ ッ ト ５ ２ 及 び 第 ２  
の イ ン サ ー ト 受 入 れ ポ ケ ッ ト ５ ４ の そ れ ぞ れ の 中 に 取 外 し 可 能 に 固 定 さ れ る 上 記 切 削 イ ン  
サ ー ト ２ ０ の １ つ と を 備 え る 。
【 ０ ０ ７ ２ 】
　 本 発 明 の い く つ か の 実 施 形 態 で は 、 工 具 本 体 ５ ０ は 、 第 １ の 切 欠 き ５ ８ 及 び 第 ２ の 切 欠  
き ６ ０ に よ っ て 中 断 さ れ る 外 周 面 ５ ６ を 有 し 得 、 第 １ の イ ン サ ー ト 受 入 れ ポ ケ ッ ト ５ ２ 及  
び 第 ２ の イ ン サ ー ト 受 入 れ ポ ケ ッ ト ５ ４ は 、 第 １ の 切 欠 き ５ ８ 及 び 第 ２ の 切 欠 き ６ ０ の そ  
れ ぞ れ の 中 に 形 成 し 得 る 。
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【 ０ ０ ７ ３ 】
　 ま た 、 本 発 明 の い く つ か の 実 施 形 態 で は 、 第 １ の 切 欠 き ５ ８ 及 び 第 ２ の 切 欠 き ６ ０ は 、  
工 具 本 体 ５ ０ の 軸 方 向 前 端 部 ６ １ に 形 成 し 得 る 。
【 ０ ０ ７ ４ 】
　 更 に 、 本 発 明 の い く つ か の 実 施 形 態 で は 、 第 １ の 切 欠 き ５ ８ 及 び 第 ２ の 切 欠 き ６ ０ は 、  
互 い に 通 じ 得 る 。
【 ０ ０ ７ ５ 】
　 ま た 更 に 、 本 発 明 の い く つ か の 実 施 形 態 で は 、 第 １ の 切 欠 き ５ ８ 及 び 第 ２ の 切 欠 き ６ ０  
は 、 第 １ の チ ッ プ 刃 溝 ６ ２ 及 び 第 ２ の チ ッ プ 刃 溝 ６ ４ の そ れ ぞ れ を 含 み 得 る 。
【 ０ ０ ７ ６ 】
　 図 ７ に 示 す よ う に 、 第 １ の イ ン サ ー ト 受 入 れ ポ ケ ッ ト ５ ２ 及 び 第 ２ の イ ン サ ー ト 受 入 れ  
ポ ケ ッ ト ５ ４ は 、 回 転 方 向 Ｒ Ｔ で 面 す る 第 １ の 座 面 ６ ６ 及 び 第 ２ の 座 面 ６ ８ の そ れ ぞ れ を  
有 し 得 る 。
【 ０ ０ ７ ７ 】
　 図 ７ は 、 第 ２ の イ ン サ ー ト 受 入 れ ポ ケ ッ ト ５ ４ 及 び そ れ に 関 連 す る 特 徴 を 詳 細 が 隠 れ た  
状 態 で 示 す こ と は 了 解 さ れ よ う 。
【 ０ ０ ７ ８ 】
　 本 発 明 の い く つ か の 実 施 形 態 で は 、 第 １ の 座 面 ６ ６ 及 び 第 ２ の 座 面 ６ ８ は 、 周 方 向 外 周  
面 ５ ６ に 交 差 し 得 る 。
【 ０ ０ ７ ９ 】
　 ま た 、 本 発 明 の い く つ か の 実 施 形 態 で は 、 第 １ の 座 面 ６ ６ 及 び 第 ２ の 座 面 ６ ８ の そ れ ぞ  
れ は 、 平 坦 と し 得 る 。
【 ０ ０ ８ ０ 】
　 図 １ ２ に 示 す よ う に 、 切 削 工 具 ４ ８ の 側 面 図 に お い て 、 第 ２ の 座 面 ６ ８ は 、 工 具 軸 Ａ Ｔ  
に 対 し て 傾 斜 鋭 角 β １ で 傾 斜 し 得 、 こ れ に よ り 、 第 ２ の 座 面 の 軸 方 向 後 部 分 は 、 第 ２ の 座  
面 の 軸 方 向 前 部 分 よ り 先 に 回 転 す る よ う に 配 設 さ れ る 。
【 ０ ０ ８ １ 】
　 本 発 明 の い く つ か の 実 施 形 態 で は 、 第 １ の 座 面 ６ ６ も 、 工 具 軸 Ａ Ｔ に 対 し て 傾 斜 し 得 、  
こ れ に よ り 、 第 １ の 座 面 の 軸 方 向 後 部 分 は 、 第 １ の 座 面 の 軸 方 向 前 部 分 よ り 先 に 回 転 す る  
よ う に 配 設 さ れ る 。
【 ０ ０ ８ ２ 】
　 図 １ ２ 及 び 図 １ ３ に 示 す よ う に 、 ２ つ の 切 削 イ ン サ ー ト ２ ０ ’ の 第 １ の 切 削 イ ン サ ー ト の  
下 側 面 ２ ４ は 、 第 １ の 座 面 ６ ６ に 面 す る こ と が で き 、 ２ つ の 切 削 イ ン サ ー ト ２ ０ ’ ’ の 第 ２  
の 切 削 イ ン サ ー ト の 下 側 面 ２ ４ は 、 第 ２ の 座 面 ６ ８ に 面 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ８ ３ 】
　 本 発 明 の い く つ か の 実 施 形 態 で は 、 第 １ の 切 削 イ ン サ ー ト ２ ０ ’ の 下 側 面 ２ ４ は 、 第 １ の  
座 面 ６ ６ と 接 触 し 得 、 第 ２ の 切 削 イ ン サ ー ト ２ ０ ’ ’ の 下 側 面 ２ ４ は 、 第 ２ の 座 面 ６ ８ と 接  
触 し 得 る 。
【 ０ ０ ８ ４ 】
　 図 １ ０ ～ 図 １ ３ に 示 す よ う に 、 第 １ の 切 削 イ ン サ ー ト ２ ０ ’ の 第 １ の 上 側 切 れ 刃 ３ ２ は 、  
有 効 と し 得 、 第 ２ の 切 削 イ ン サ ー ト ２ ０ ’ ’ の 第 ２ の 上 側 切 れ 刃 ３ ４ は 、 有 効 と し 得 る 。
【 ０ ０ ８ ５ 】
　 本 発 明 の い く つ か の 実 施 形 態 で は 、 第 １ の ノ ー ズ 縁 部 ３ ３ 及 び 第 ２ の ノ ー ズ 縁 部 ３ ５ は  
、 切 削 動 作 を 実 施 す る よ う に 構 成 し な く て よ く 、 し た が っ て 、 第 １ の 切 削 イ ン サ ー ト ２ ０ ’  
の 第 １ の ノ ー ズ 縁 部 ３ ３ 及 び 第 ２ の 切 削 イ ン サ ー ト ２ ０ ’ ’ の 第 ２ の ノ ー ズ 縁 部 ３ ５ は 、 工  
作 物 （ 図 示 せ ず ） に 係 合 す る こ と が な い 。
【 ０ ０ ８ ６ 】
　 本 発 明 の い く つ か の 実 施 形 態 で は 、 回 転 切 削 工 具 ４ ８ は 、 フ ラ イ ス 作 業 に 使 用 し 得 る 。
【 ０ ０ ８ ７ 】
　 ま た 、 本 発 明 の い く つ か の 実 施 形 態 で は 、 回 転 切 削 工 具 ４ ８ は 、 輪 郭 削 り 及 び 倣 い 削 り  
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作 業 で 使 用 さ れ る ボ ー ル ノ ー ズ ・ エ ン ド ミ ル の 形 態 と し 得 る 。
【 ０ ０ ８ ８ 】
　 本 発 明 の い く つ か の 実 施 形 態 の 場 合 、 第 ２ の 切 削 イ ン サ ー ト ２ ０ ’ ’ の 有 効 な 第 ２ の 上 側  
切 れ 刃 ３ ４ の 実 質 的 部 分 は 、 第 １ の 切 削 イ ン サ ー ト ２ ０ ’ の 有 効 な 第 １ の 上 側 切 れ 刃 ３ ２ と  
工 具 軸 Ａ Ｔ 回 り で 回 転 が 一 致 し 得 る こ と を 了 解 さ れ た い 。
【 ０ ０ ８ ９ 】
　 図 １ ３ に 示 す よ う に 、 第 １ の 切 削 イ ン サ ー ト ２ ０ ’ の 第 １ の 上 側 切 れ 刃 ３ ２ は 、 工 具 軸 Ａ  
Ｔ に 交 差 し 得 る 。
【 ０ ０ ９ ０ 】
　 第 １ の 切 削 イ ン サ ー ト ２ ０ ’ の 有 効 な 第 １ の 上 側 切 れ 刃 ３ ２ が 工 具 軸 Ａ Ｔ に 交 差 す る 本 発  
明 の 実 施 形 態 の 場 合 、 切 削 工 具 ４ ８ は 、 有 利 に は 、 工 具 軸 Ａ Ｔ に 沿 っ て 軸 方 向 に 前 進 さ せ  
る こ と に よ っ て 切 削 動 作 を 実 施 し 得 、 工 作 物 （ 図 示 せ ず ） 内 に 切 削 さ れ な い 「 中 足 部 」 を  
残 す こ と が な い こ と を 了 解 さ れ た い 。 「 中 足 部 」 が 残 っ て い る 場 合 、 除 去 の た め の 更 な る  
切 削 動 作 が 必 要 で あ り 、 不 注 意 に よ り 切 れ 刃 に 損 傷 を 生 じ さ せ る こ と が あ る 。
【 ０ ０ ９ １ 】
　 視 覚 的 な 明 確 さ を 改 善 す る た め 、 図 １ ０ ～ 図 １ ２ は 、 工 具 本 体 ５ ０ に よ っ て 妨 害 さ れ て  
い な い 工 具 軸 Ａ Ｔ を 示 す こ と を 了 解 さ れ た い 。
【 ０ ０ ９ ２ 】
　 図 ７ ～ 図 ９ に 示 す よ う に 、 第 １ の イ ン サ ー ト 受 入 れ ポ ケ ッ ト ５ ２ 及 び 第 ２ の イ ン サ ー ト  
受 入 れ ポ ケ ッ ト ５ ４ は 、 第 １ の 座 面 ６ ６ 及 び 第 ２ の 座 面 ６ ８ の そ れ ぞ れ の 中 に 第 １ の 凹 部  
７ ０ 及 び 第 ２ の 凹 部 ７ ２ を 含 み 得 る 。
【 ０ ０ ９ ３ 】
　 本 発 明 の い く つ か の 実 施 形 態 で は 、 第 １ の 凹 部 ７ ０ 及 び 第 ２ の 凹 部 ７ ２ は 、 外 周 面 ５ ６  
に 交 差 す る こ と が な い 。
【 ０ ０ ９ ４ 】
　 ま た 、 本 発 明 の い く つ か の 実 施 形 態 で は 、 第 １ の 凹 部 ７ ０ は 、 第 １ の 座 面 ６ ６ に よ っ て  
円 周 方 向 に 囲 ま れ 得 、 第 ２ の 凹 部 ７ ２ は 、 第 ２ の 座 面 ６ ８ に よ っ て 円 周 方 向 に 囲 ま れ 得 る 。
【 ０ ０ ９ ５ 】
　 更 に 、 本 発 明 の い く つ か の 実 施 形 態 で は 、 第 １ の 切 削 イ ン サ ー ト ２ ０ ’ の 下 側 中 心 隆 起 部  
４ ０ は 、 第 １ の 凹 部 ７ ０ を 占 有 し 得 、 第 ２ の 切 削 イ ン サ ー ト ２ ０ ’ ’ の 下 側 中 心 隆 起 部 ４ ０  
は 、 第 ２ の 凹 部 ７ ２ を 占 有 し 得 る 。
【 ０ ０ ９ ６ 】
　 図 ７ ～ 図 ９ に 示 す よ う に 、 第 １ の 凹 部 ７ ０ は 、 離 間 す る 第 １ の 径 方 向 支 持 面 ７ ４ と 第 １  
の 軸 方 向 支 持 面 ７ ６ と を 含 み 得 、 第 ２ の 凹 部 ７ ２ は 、 離 間 す る 第 ２ の 径 方 向 支 持 面 ７ ８ と  
第 ２ の 軸 方 向 支 持 面 ８ ０ と を 含 み 得 る 。
【 ０ ０ ９ ７ 】
　 本 発 明 の い く つ か の 実 施 形 態 で は 、 図 １ ４ 及 び 図 １ ６ に 示 す よ う に 、 第 １ の 切 削 イ ン サ  
ー ト ２ ０ ’ の 第 １ の 当 接 壁 ４ ２ ａ 及 び 第 ２ の 当 接 壁 ４ ２ ｂ は 、 第 １ の 径 方 向 支 持 面 ７ ４ 及 び  
第 １ の 軸 方 向 支 持 面 ７ ６ と そ れ ぞ れ 接 触 し 得 、 第 ２ の 切 削 イ ン サ ー ト ２ ０ ’ ’ の 第 ３ の 当 接  
壁 ４ ２ ｃ 及 び 第 ４ の 当 接 壁 ４ ２ ｄ は 、 第 ２ の 径 方 向 支 持 面 ７ ８ 及 び 第 ２ の 軸 方 向 支 持 面 ８  
０ と そ れ ぞ れ 接 触 し 得 る 。
【 ０ ０ ９ ８ 】
　 図 １ ４ 及 び 図 １ ６ は 、 第 １ の イ ン サ ー ト 受 入 れ ポ ケ ッ ト ５ ２ 及 び 第 ２ の イ ン サ ー ト 受 入  
れ ポ ケ ッ ト ５ ４ の 第 １ の 座 面 ６ ６ 及 び 第 ２ の 座 面 ６ ８ に そ れ ぞ れ 平 行 に 取 っ た 切 削 工 具 ４  
８ の 詳 細 断 面 図 で あ る こ と を 了 解 さ れ た い 。
【 ０ ０ ９ ９ 】
　 第 １ の 内 角 α １ が 第 １ の 当 接 壁 ４ ２ ａ 及 び 第 ２ の 当 接 壁 ４ ２ ｂ と 関 連 し 、 第 ３ の 内 角 α  
３ が 第 ３ の 当 接 壁 ４ ２ ｃ 及 び 第 ４ の 当 接 壁 ４ ２ ｄ と 関 連 し 、 第 １ の 内 角 α １ 及 び 第 ３ の 内  
角 α ３ が 等 し い た め に 、 第 １ の 凹 部 ７ ０ の 第 １ の 径 方 向 支 持 面 ７ ４ 及 び 第 １ の 軸 方 向 支 持  
面 ７ ６ は 、 第 ２ の 凹 部 ７ ２ の 第 ２ の 径 方 向 支 持 面 ７ ８ 及 び 第 ２ の 軸 方 向 支 持 面 ８ ０ に 対 応  
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す る 構 成 を 有 し 得 、 こ の た め 、 第 １ の 切 削 イ ン サ ー ト ２ ０ ’ 及 び 第 ２ の 切 削 イ ン サ ー ト ２ ０  
’ ’ は 、 相 応 す る 高 レ ベ ル の 安 定 性 で 、 そ れ ぞ れ の 第 １ の イ ン サ ー ト 受 入 れ ポ ケ ッ ト ５ ２ 及  
び 第 ２ の イ ン サ ー ト 受 入 れ ポ ケ ッ ト ５ ４ 内 に 取 外 し 可 能 に 固 定 し 得 る こ と を 了 解 さ れ た い 。
【 ０ １ ０ ０ 】
　 本 発 明 の い く つ か の 実 施 形 態 で は 、 第 １ の 切 削 イ ン サ ー ト ２ ０ ’ の 下 側 中 心 隆 起 部 ４ ０ は  
、 単 一 の 組 付 け 位 置 内 で 第 １ の 凹 部 ７ ０ の み を 占 有 し 得 、 こ の 組 付 け 位 置 で は 、 第 １ の 当  
接 壁 ４ ２ ａ 及 び 第 ２ の 当 接 壁 ４ ２ ｂ は 、 第 １ の 径 方 向 支 持 面 ７ ４ 及 び 第 １ の 軸 方 向 支 持 面  
７ ６ の そ れ ぞ れ に 面 し 、 第 ２ の 切 削 イ ン サ ー ト ２ ０ ’ ’ の 下 側 中 心 隆 起 部 ４ ０ は 、 単 一 の 組  
付 け 位 置 内 で 第 ２ の 凹 部 ７ ２ の み を 占 有 し 得 、 こ の 組 付 け 位 置 で は 、 第 ３ の 当 接 壁 ４ ２ ｃ  
及 び 第 ４ の 当 接 壁 ４ ２ ｄ は 、 第 ２ の 径 方 向 支 持 面 ７ ８ 及 び 第 ２ の 軸 方 向 支 持 面 ８ ０ の そ れ  
ぞ れ に 面 す る 。
【 ０ １ ０ １ 】
　 本 発 明 の そ の よ う な 実 施 形 態 の 場 合 、 第 １ の 切 削 イ ン サ ー ト ２ ０ ’ の 有 効 な 第 １ の 上 側 切  
れ 刃 ３ ２ が 摩 耗 し た 又 は 使 用 さ れ た 場 合 、 第 １ の 切 削 イ ン サ ー ト ２ ０ ’ は 、 不 注 意 に よ り 第  
１ の イ ン サ ー ト 受 入 れ ポ ケ ッ ト ５ ２ の 第 １ の 凹 部 ７ ０ に 「 刃 先 交 換 」 さ れ る こ と が な い こ  
と を 了 解 さ れ た い 。 同 様 に 、 第 ２ の 切 削 イ ン サ ー ト ２ ０ ’ ’ の 有 効 な 第 ２ の 上 側 切 れ 刃 ３ ４  
が 摩 耗 し た 又 は 使 用 さ れ た 場 合 、 第 ２ の 切 削 イ ン サ ー ト ２ ０ ’ ’ は 、 不 注 意 に よ り 第 ２ の イ  
ン サ ー ト 受 入 れ ポ ケ ッ ト ５ ４ の 第 ２ の 凹 部 ７ ２ に 「 刃 先 交 換 」 さ れ る こ と が な い こ と を 了  
解 さ れ た い 。 そ の よ う な 「 フ ー ル プ ル ー フ 」 構 成 に よ り 、 切 削 工 具 ４ ８ の 不 正 確 な 組 立 て  
を 防 止 す る 。
【 ０ １ ０ ２ 】
　 前 の 段 落 に お け る 用 語 「 刃 先 交 換 」 の 使 用 は 、 イ ン サ ー ト 軸 Ａ １ 回 り の 約 １ ８ ０ ° 回 転  
の 取 外 し 、 並 び に そ れ ぞ れ の 第 １ の イ ン サ ー ト 受 入 れ ポ ケ ッ ト ５ ２ 及 び 第 ２ の イ ン サ ー ト  
受 入 れ ポ ケ ッ ト ５ ４ 内 で 第 １ の イ ン サ ー ト ２ ０ ’ 及 び 第 ２ の イ ン サ ー ト ２ ０ ’ ’ の 取 替 え を 試  
み る こ と を 指 す こ と を 了 解 さ れ た い 。
【 ０ １ ０ ３ 】
　 切 削 イ ン サ ー ト ２ ０ は 、 同 じ イ ン サ ー ト 受 入 れ ポ ケ ッ ト ５ ２ 、 ５ ４ 内 で 刃 先 交 換 し 、 戻  
す こ と は で き な い が 、 他 方 の イ ン サ ー ト 受 入 れ ポ ケ ッ ト ５ ４ 、 ５ ２ 内 に 置 く こ と が で き る  
。 言 い 換 え れ ば 、 同 じ 工 具 本 体 内 で 使 用 さ れ る 一 対 の イ ン サ ー ト の 有 効 な 上 側 切 れ 刃 ３ ２  
、 ３ ４ が 摩 耗 す る と 、 イ ン サ ー ト を 切 り 替 え る こ と が で き る 。 こ の こ と は 、 各 ポ ケ ッ ト 内  
の イ ン サ ー ト が 、 異 な る 有 効 な 切 れ 刃 を 有 す る 状 態 で 、 同 一 の イ ン サ ー ト を イ ン サ ー ト ・  
ポ ケ ッ ト の 両 方 で 使 用 可 能 に す る 。 上 側 切 れ 刃 ３ ２ 、 ３ ４ は 、 オ ペ レ ー タ が ど の 切 れ 刃 を  
既 に 使 用 し て い る か 追 跡 す る の を 助 け る た め 、 番 号 が 付 け ら れ て い る 及 び ／ 又 は 摩 耗 指 示  
器 を 備 え 得 る 。
【 ０ １ ０ ４ 】
　 図 ７ ～ 図 ９ に 示 す よ う に 、 第 １ の 径 方 向 支 持 面 ７ ４ の 少 な く と も 一 部 分 及 び 第 ２ の 径 方  
向 支 持 面 ７ ８ の 少 な く と も 一 部 分 は 、 工 具 軸 Ａ Ｔ 回 り に 回 転 が 一 致 し 得 る 。
【 ０ １ ０ ５ 】
　 本 発 明 の い く つ か の 実 施 形 態 で は 、 第 １ の 径 方 向 支 持 面 ７ ４ の 上 述 の 部 分 及 び 第 ２ の 径  
方 向 支 持 面 ７ ８ の 上 述 の 部 分 は 、 工 具 軸 Ａ Ｔ 回 り に ２ 回 の 回 転 対 称 を 呈 し 得 る 。
【 ０ １ ０ ６ 】
　 図 ７ ～ 図 ９ に 示 す よ う に 、 第 １ の 軸 方 向 支 持 面 ７ ６ の 少 な く と も 一 部 分 及 び 第 ２ の 軸 方  
向 支 持 面 ８ ０ の 少 な く と も 一 部 分 は 、 工 具 軸 Ａ Ｔ 回 り に 回 転 が 一 致 し 得 る 。
【 ０ １ ０ ７ 】
　 本 発 明 の い く つ か の 実 施 形 態 で は 、 第 １ の 軸 方 向 支 持 面 ７ ６ の 上 述 の 部 分 及 び 第 ２ の 軸  
方 向 支 持 面 ８ ０ の 上 述 の 部 分 は 、 工 具 軸 Ａ Ｔ 回 り に ２ 回 の 回 転 対 称 を 呈 し 得 る 。
【 ０ １ ０ ８ 】
　 第 １ の 径 方 向 支 持 面 ７ ４ の 少 な く と も 一 部 分 及 び 第 ２ の 径 方 向 支 持 面 ７ ８ の 少 な く と も  
一 部 分 が 、 工 具 軸 Ａ Ｔ 回 り に 回 転 が 一 致 し 、 第 １ の 軸 方 向 支 持 面 ７ ６ の 少 な く と も 一 部 分  
及 び 第 ２ の 軸 方 向 支 持 面 ８ ０ の 少 な く と も 一 部 分 が 、 工 具 軸 Ａ Ｔ 回 り に 回 転 が 一 致 す る 本  
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発 明 の 実 施 形 態 の 場 合 、 第 １ の イ ン サ ー ト 受 入 れ ポ ケ ッ ト ５ ２ 及 び 第 ２ の イ ン サ ー ト 受 入  
れ ポ ケ ッ ト ５ ４ の 第 １ の 凹 部 ７ ０ 及 び 第 ２ の 凹 部 ７ ２ は 、 第 １ の 切 削 イ ン サ ー ト ２ ０ ’ 及 び  
第 ２ の 切 削 イ ン サ ー ト ２ ０ ’ ’ に 対 し て 同 等 レ ベ ル の 径 方 向 及 び 軸 方 向 支 持 を も た ら し 得 る  
こ と を 了 解 さ れ た い 。
【 ０ １ ０ ９ 】
　 ま た 、 第 １ の 径 方 向 支 持 面 ７ ４ の 少 な く と も 一 部 分 及 び 第 ２ の 径 方 向 支 持 面 ７ ８ の 少 な  
く と も 一 部 分 が 、 工 具 軸 Ａ Ｔ 回 り に 回 転 が 一 致 し 、 第 １ の 軸 方 向 支 持 面 ７ ６ の 少 な く と も  
一 部 分 及 び 第 ２ の 軸 方 向 支 持 面 ８ ０ の 少 な く と も 一 部 分 が 、 工 具 軸 Ａ Ｔ 回 り に 回 転 が 一 致  
す る 本 発 明 の 実 施 形 態 の 場 合 、 上 記 で 参 照 し た Ｕ Ｓ ６ ， ５ ３ ６ ， ９ ９ ６ に 記 載 さ れ て い る  
よ う な 、 ２ 回 の 回 転 対 称 を 有 す る ２ つ の 同 一 の 切 削 イ ン サ ー ト が 、 工 具 本 体 ５ ０ の 第 １ の  
イ ン サ ー ト 受 入 れ ポ ケ ッ ト ５ ２ 及 び 第 ２ の イ ン サ ー ト 受 入 れ ポ ケ ッ ト ５ ４ 内 に 取 外 し 可 能  
に 固 定 さ れ る 代 替 切 削 工 具 組 立 体 を 構 成 し 得 る こ と を 了 解 さ れ た い 。
【 ０ １ １ ０ 】
　 図 ７ 及 び 図 ９ に 示 す よ う に 、 第 １ の 凹 部 ７ ０ は 、 第 １ の 径 方 向 支 持 面 ７ ４ に 面 す る 第 １  
の 径 方 向 停 止 壁 ８ ２ を 含 み 得 、 第 ２ の 凹 部 ７ ２ は 、 第 ２ の 径 方 向 支 持 面 ７ ８ に 面 す る 第 ２  
の 径 方 向 停 止 壁 ８ ４ を 含 み 得 る 。
【 ０ １ １ １ 】
　 本 発 明 の い く つ か の 実 施 形 態 で は 、 第 １ の 切 削 イ ン サ ー ト ２ ０ ’ の 第 ３ の 当 接 壁 ４ ２ ｃ 及  
び 第 ４ の 当 接 壁 ４ ２ ｄ は 、 第 １ の 凹 部 ７ ０ と 接 触 す る こ と が な く 、 第 ２ の 切 削 イ ン サ ー ト  
２ ０ ’ ’ の 第 １ の 当 接 壁 ４ ２ ａ 及 び 第 ２ の 当 接 壁 ４ ２ ｂ は 、 第 ２ の 凹 部 ７ ２ と 接 触 す る こ と  
が な い 。
【 ０ １ １ ２ 】
　 し た が っ て 、 本 発 明 の い く つ か の 実 施 形 態 で は 、 図 １ ５ 及 び 図 １ ７ に 示 す よ う に 、 第 １  
の 径 方 向 停 止 壁 ８ ２ は 、 第 １ の 切 削 イ ン サ ー ト ２ ０ ’ の 第 ３ の 当 接 壁 ４ ２ ｃ か ら 離 間 し 得 、  
第 ２ の 径 方 向 停 止 壁 ８ ４ は 、 第 ２ の 切 削 イ ン サ ー ト ２ ０ ’ ’ の 第 １ の 当 接 壁 ４ ２ ａ か ら 離 間  
し 得 う る こ と を 了 解 さ れ た い 。
【 ０ １ １ ３ 】
　 第 １ の 径 方 向 停 止 壁 ８ ２ が 、 第 １ の 切 削 イ ン サ ー ト ２ ０ ’ の 第 ３ の 当 接 壁 ４ ２ ｃ か ら 離 間  
し 、 第 ２ の 径 方 向 停 止 壁 ８ ４ が 、 第 ２ の 切 削 イ ン サ ー ト ２ ０ ’ ’ の 第 １ の 当 接 壁 ４ ２ ａ か ら  
離 間 す る 本 発 明 の 実 施 形 態 の 場 合 、 第 １ の 凹 部 ７ ０ 内 の 第 １ の 径 方 向 停 止 壁 ８ ２ の 存 在 及  
び 位 置 に よ り 、 第 １ の 凹 部 ７ ０ に お け る 第 １ の 切 削 イ ン サ ー ト ２ ０ ’ の 不 注 意 に よ る 「 刃 先  
交 換 」 を 物 理 的 に 防 止 し 、 第 ２ の 凹 部 ７ ２ 内 の 第 ２ の 径 方 向 停 止 壁 ８ ４ の 存 在 及 び 位 置 に  
よ り 、 第 ２ の 凹 部 ７ ２ に お け る 第 ２ の 切 削 イ ン サ ー ト ２ ０ ’ ’ の 不 注 意 に よ る 「 刃 先 交 換 」  
を 物 理 的 に 防 止 す る こ と を 了 解 さ れ た い 。
【 ０ １ １ ４ 】
　 第 １ の 凹 部 ７ ０ 内 の 第 １ の 径 方 向 停 止 壁 ８ ２ の 存 在 及 び 位 置 に よ り 、 任 意 の 切 削 イ ン サ  
ー ト ２ ０ が 第 １ の 凹 部 ７ ０ の 中 に 組 み 付 け ら れ 、 第 ２ の 上 側 切 れ 刃 ３ ４ が 有 効 で あ る よ う  
に 向 け ら れ る の を 物 理 的 に 防 止 し 、 第 ２ の 凹 部 ７ ２ 内 の 第 ２ の 径 方 向 停 止 壁 ８ ４ の 存 在 及  
び 位 置 に よ り 、 任 意 の 切 削 イ ン サ ー ト ２ ０ が 第 ２ の 凹 部 ７ ２ の 中 に 組 み 付 け ら れ 、 第 １ の  
上 側 切 れ 刃 ３ ２ が 有 効 で あ る よ う に 向 け ら れ る の を 物 理 的 に 防 止 す る こ と も 了 解 さ れ た い 。
【 ０ １ １ ５ 】
　 本 発 明 の い く つ か の 実 施 形 態 で は 、 第 １ の 切 削 イ ン サ ー ト ２ ０ ’ の 第 １ の 当 接 壁 ４ ２ ａ 及  
び 第 ２ の 当 接 壁 ４ ２ ｂ が 、 第 １ の 径 方 向 支 持 面 ７ ４ 及 び 第 １ の 軸 方 向 支 持 面 ７ ６ と そ れ ぞ  
れ 接 触 す る 以 外 、 第 １ の 凹 部 ７ ０ と 接 触 し 得 る 第 １ の 切 削 イ ン サ ー ト の 包 絡 面 ４ ３ の 他 の  
面 は な く 、 第 ２ の 切 削 イ ン サ ー ト ２ ０ ’ ’ の 第 ３ の 当 接 壁 ４ ２ ｃ 及 び 第 ４ の 当 接 壁 ４ ２ ｄ が  
、 第 ２ の 径 方 向 支 持 面 ７ ８ 及 び 第 ２ の 軸 方 向 支 持 面 ８ ０ と そ れ ぞ れ 接 触 す る 以 外 、 第 ２ の  
凹 部 ７ ２ と 接 触 し 得 る 第 ２ の 切 削 イ ン サ ー ト の 包 絡 面 ４ ３ の 他 の 面 は な い 。
【 ０ １ １ ６ 】
　 図 ８ 及 び 図 ９ に 示 す よ う に 、 第 １ の 凹 部 ７ ０ は 、 第 １ の 雌 ね じ ８ ８ を 中 に 有 す る 第 １ の  
床 面 ８ ６ を 含 み 得 、 第 ２ の 凹 部 ７ ２ は 、 第 ２ の 雌 ね じ ９ ２ を 中 に 有 す る 第 ２ の 床 面 ９ ０ を  
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含 み 得 る 。
【 ０ １ １ ７ 】
　 図 １ ５ 及 び 図 １ ７ に 示 す よ う に 、 第 １ の 切 削 イ ン サ ー ト ２ ０ ’ の 下 側 中 心 隆 起 部 ４ ０ の 底  
面 ４ ４ は 、 第 １ の 床 面 ８ ６ か ら 離 間 し 得 、 第 ２ の 切 削 イ ン サ ー ト ２ ０ ’ ’ の 下 側 中 心 隆 起 部  
４ ０ の 底 面 ４ ４ は 、 第 ２ の 床 面 ９ ０ か ら 離 間 し 得 る 。
【 ０ １ １ ８ 】
　 本 発 明 の い く つ か の 実 施 形 態 で は 、 第 １ の 締 付 け ね じ ９ ４ ’ は 、 第 １ の 切 削 イ ン サ ー ト ２  
０ ’ の 貫 通 孔 ２ ８ を 貫 通 し 、 第 １ の 雌 ね じ ８ ８ を 螺 合 し 得 、 第 ２ の 締 付 け ね じ ９ ４ ’ ’ は 、 第  
２ の 切 削 イ ン サ ー ト ２ ０ ’ の 貫 通 孔 ２ ８ を 貫 通 し 、 第 ２ の 雌 ね じ ９ ２ を 螺 合 し 得 る 。
【 ０ １ １ ９ 】
　 第 １ の 締 付 け ね じ ９ ４ ’ 及 び 第 ２ の 締 付 け ね じ ９ ４ ’ ’ は 同 一 で あ っ て よ い こ と を 了 解 さ れ  
た い 。
【 ０ １ ２ ０ 】
　 ま た 、 本 発 明 の い く つ か の 実 施 形 態 で は 、 第 １ の 雌 ね じ ８ ８ は 、 第 １ の 雌 ね じ 軸 Ｂ １ に  
沿 っ て 延 在 し 得 、 第 １ の 切 削 イ ン サ ー ト ２ ０ ’ の イ ン サ ー ト 軸 Ａ １ は 、 第 １ の 雌 ね じ 軸 Ｂ １  
と 非 同 軸 と し 得 、 第 ２ の 雌 ね じ ９ ２ は 、 第 ２ の 雌 ね じ 軸 Ｂ ２ に 沿 っ て 延 在 し 得 、 第 ２ の 切  
削 イ ン サ ー ト ２ ０ ’ ’ の イ ン サ ー ト 軸 Ａ １ は 、 第 ２ の 雌 ね じ 軸 Ｂ ２ と 非 同 軸 と し 得 る 。
【 ０ １ ２ １ 】
　 本 発 明 の そ の よ う な 実 施 形 態 の 場 合 、 第 １ の 切 削 イ ン サ ー ト ２ ０ ’ の 貫 通 孔 ２ ８ は 、 第 １  
の 雌 ね じ ８ ８ に 対 し て 偏 心 し 得 、 第 ２ の 切 削 イ ン サ ー ト ２ ０ ’ ’ の 貫 通 孔 ２ ８ は 、 第 ２ の 雌  
ね じ ９ ２ に 対 し て 偏 心 し 得 る 。
【 ０ １ ２ ２ 】
　 第 １ の 切 削 イ ン サ ー ト ２ ０ ’ の 貫 通 孔 ２ ８ と 第 １ の 雌 ね じ ８ ８ と の 偏 心 関 係 に よ り 、 第 １  
の 締 付 け ね じ ９ ４ ’ の 締 結 時 、 第 １ の 切 削 イ ン サ ー ト ２ ０ ’ の 第 １ の 当 接 壁 ４ ２ ａ 及 び 第 ２  
の 当 接 壁 ４ ２ ｂ と 第 １ の 径 方 向 支 持 面 ７ ４ 及 び 第 １ の 軸 方 向 支 持 面 ７ ６ と の そ れ ぞ れ の 接  
触 を 促 進 す る こ と を 了 解 さ れ た い 。
【 ０ １ ２ ３ 】
　 第 ２ の 切 削 イ ン サ ー ト ２ ０ ’ ’ の 貫 通 孔 ２ ８ と 第 ２ の 雌 ね じ ９ ２ と の 偏 心 関 係 に よ り 、 第  
２ の 締 付 け ね じ ９ ４ ’ ’ の 締 結 時 、 第 ２ の 切 削 イ ン サ ー ト ２ ０ ’ ’ の 第 ３ の 当 接 壁 ４ ２ ｃ 及 び 第  
４ の 当 接 壁 ４ ２ ｄ と 第 ２ の 径 方 向 支 持 面 ７ ８ 及 び 第 ２ の 軸 方 向 支 持 面 ８ ０ と の そ れ ぞ れ の  
接 触 を 促 進 す る こ と も 了 解 さ れ た い 。
【 ０ １ ２ ４ 】
　 本 発 明 を あ る 程 度 詳 細 に 説 明 し て き た が 、 以 下 で 請 求 す る 本 発 明 の 趣 旨 及 び 範 囲 か ら 逸  
脱 す る こ と な く 、 様 々 な 変 形 形 態 及 び 修 正 形 態 を 行 い 得 る こ と を 理 解 さ れ た い 。
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【 図 面 】
【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】 【 図 ８ 】
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【 図 ９ 】 【 図 １ ０ 】

【 図 １ １ 】 【 図 １ ２ 】
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【 図 １ ３ 】 【 図 １ ４ 】

【 図 １ ５ 】 【 図 １ ６ 】
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【 図 １ ７ 】
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